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自然観察のポイント
(1)

思判
表①

身近な生物に興味をもち，問題を見いだしている。
身近な生物に関心をもち，生命の営みについて発言したり，考えを表現してい
る。 ○

知技① ルーペを正しく使って観察することができる。 ○ ルーペを目に近づけてもち，観察している。

思判
表②

どのような場所にどのような生物がすんでいるかなど，見通しを立てて野外調
査に臨む。

身のまわりにどのような生物がすんでいるかを予想して，野外調査に臨んでい
る。

知技②
安全面などに気をつけて，野外観察を行うことができる。

野外観察をするときに注意すべき点を理解して，安全に観察を行っている。

知技③ 正しくスケッチなどで観察結果を記録することができる。 ○ 観察対象の特徴をスケッチなどで記録をしている。

思判
表③

観察から得られたことから，環境と生物の関係を指摘することができる。 ○ 環境と生息する生物の種類の関係を指摘できている。

知技④ 代表的な生物が生息する環境を説明することができる。 いくつかの環境条件ごとに，生息している生物名をあげることができている。

思判
表④

野菜の特徴を比較し，共通点や相違点を見いだし，説明することができる。 野菜の特徴を比較し，野菜の特徴の共通点や相違点を見つけ，説明している。

知技⑤
生物をなかま分けするときには，客観的なちがいに着目すればいいことを理解
する。

生物をなかま分けするときには，客観的なちがいに着目すればいいことを理解
している。

思判
表⑤ 自分なりの仮説を立てて，なかま分けの観点を考えることができる。 ○

他の人の意見も取り入れながら仮説を立てて，なかま分けの観点を考えてい
る。

主体
①

生物のなかま分けについて，粘り強く探究しようとしている。 ○ 生物のなかま分けについて，自分の仮説を検証するために，図鑑などで生物の
特徴を調べたりしている。

思判
表⑥

分類では，観点や基準が変わると結果が変わることを見いだすことができる。 ○
分類について，観点や基準が変わると結果が変わることを見いだし，説明して
いる。

知技⑥ 分類の仕方を理解し，目的に応じて多様な分類の仕方があることを理解する。
分類をするときには，共通点や相違点に注目するとよい事や，多様な分類法が
あることを理解し，説明している。

いろいろな生物とそ
の共通点(1)

思判
表①

単元の学習内容に興味をもち，課題を見いだしている。 ○ 単元の学習内容である生物の形態やその共通点や相違点への課題などをいくつ
かあげ，表現している。 ○

知技①
分解した花のつくりを，各部分に分けて順番にテープで貼り，特徴を記録する
ことができる。

○ 花の各部分の分類・整理を行い，特徴を記録している。

思判
表②

観察記録にもとづいて，花のつくりの規則性や，共通点と相違点を見いだすこ
とができる。 ○

観察結果から，花のつくりの規則性や，共通点と相違点を見いだし，説明して
いる。

知技② 被子植物の花の基本的なつくりを理解する。 被子植物の花のつくりを正しく示すことができる。

思判
表③

果実や種子のでき方を，花のつくりと関連づけて，考察することができる。 ○ 果実や種子のでき方を，花のつくりや受粉と関連づけて，説明している。

知技③ 受粉後，花では胚珠が種子に，子房が果実になることをなることを理解する。 果実や種子がめしべの一部が変化したものであることを理解している。

思判
表④

マツの花のつくりの特徴を見いだし，被子植物との共通点と相違点を，見いだ
すことができる。 ○

花粉や種子の存在場所からそれぞれの役割を考え，マツの花のつくりを説明し
ている。

知技④ 被子植物と裸子植物の特徴の共通点と相違点を理解する。
裸子植物と被子植物とを比較して，特徴の共通点と相違点を示すことができ
る。

知技⑤ 葉や根のようすを観察し，結果を表などにまとめて記録することができる。 ○ いろいろな植物の根や葉を観察し，結果を表などにまとめて，記録している。

知技⑥ 単子葉類と双子葉類の特徴の違いを理解する。 単子葉類と双子葉類の特徴のちがいを，図を見ながら説明している。

知技⑦
種子をつくらない植物にはシダ植物やコケ植物があり，胞子でふえることを理
解する。 ○

シダ植物・コケ植物のような種子をつくらない植物は，胞子によってふえるこ
とを説明している。

思判
表⑤

学習した，植物のなかまごとの特徴の違いを手掛かりに，種類のわからない植
物を観察し，どのなかまに分類されるかを，推論することができる。

植物の体の特徴を観察し，図鑑などで植物の種類を調べて考察している。

主体
①

これまで学習してきた植物の特徴をふり返り，植物の分類について，探究す
る。

○ 植物の分類について，学習したことを活用し，例示された植物について特徴を
調べるなどして粘り強く分類しようとしている。

思判
表⑥

動物の体のつくりと生活について，自分の考えを表現することができる。
動物の体のつくりと生活について，既習内容や日常経験などをもとに，動物の
例を１つあげて説明している。

主体
②

動物の体のつくりと生活について興味をもち，進んで体のつくりと生活の関係
を調べようとする。

○ 動物の体のつくりと生活について興味をもち，観察に取り組み，体のつくりと
生活の関係を説明しようとしている。

知技⑧
身近な動物について，体のつくりや生活のようすなどについて調べ，適切に記
録することができる。

○ 身近な動物の体のつくりや生活のようすなどについて，観点をもとに記録して
いる。

思判
表⑦

体のつくりの特徴がその動物の生活のしかたと深い関係があることを，草食動
物と肉食動物の例などから見いだすことができる。

○ 草食動物と肉食動物の体のつくりを比較し，ちがいを見いだし，説明してい
る。

知技⑨
動物が背骨の有無によって脊椎動物と無脊椎動物に分けられることを，理解し
ている。

背骨の有無を理解しながら，背骨をもつものと，もたないものに分類してい
る。

思判
表⑧

脊椎動物の分類について，分類の観点をあげることができる。 ○ いくつかの脊椎動物の共通点や相違点を考えながら，それらの動物にあてはま
るような観点をあげることができる。

知技⑩ 脊椎動物を特徴にもとづいて，５つのなかまに分類できることを理解する。 ○ 脊椎動物がいくつかの特徴に注目すると５つに分類できることを理解し，説明
している。

思判
表⑨

昆虫類や甲殻類の形態的特徴をもとに，節足動物に共通する特徴を見いだすこ
とができる。

○ 昆虫の観察結果などをもとに，節足動物に共通する特徴を見いだし，説明して
いる。

知技⑪
無脊椎動物には，節足動物や軟体動物などさまざまななかまがいることや，節
足動物や軟体動物のおもな特徴を理解する。

○ 観察結果などをもとに，節足動物と軟体動物のおもな種類をあげながら，それ
ぞれの特徴について説明している。

思判
表⑩

学習した，動物のなかまごとの特徴を手掛かりに，種類のわからない動物がど
のなかまに分類できるかを推論することができる。

学習した，動物のなかまごとの特徴を手掛かりに，これまでに扱った動物がど
のなかまに分類できるかを推論することができる。

主体
③

これまで学習してきた脊椎動物と無脊椎動物の特徴をふり返り，動物の分類に
ついて，探究する。

○ 動物の分類について，学習したことを活用し，例示された動物について特徴を
調べるなど，粘り強く分類しようとしている。

力だめし(1) ○ ○
予備(1)

身のまわりの物質(1)
思判
表①

未知のメダルの材料を調べる観点をあげ，調べる方法を自ら考えて表現してい
る。

未知のメダルの材料を調べる観点をあげ，どのように調べたらよいかについ
て，自分の考えを表現している。 ○

思判
表②

見た目の似ている物体について，それぞれを物質として区別する方法を考え，
説明している。

見た目の似ている物体について，区別する方法を考え，説明している。

思判
表③

白い粉末状の物質を区別するための適切な方法を計画することができる。 ○ 白い粉末状の物質を調べる方法を計画している。

知技
①

ガスバーナーを正しく安全に使用することができる。 ガスバーナーを正しく安全に使用している。

知技
②

白い粉末状の物質を区別する実験を，見通しをもちながら，正しく安全に行う
ことができる。

白い粉末状の物質を区別する実験を，正しく安全に行っている。

主体
①

白い粉末状の物質を区別するという課題の解決に向けて，他者との対話を通し
て，自らの学習を調整しようとする。

○
探究の過程をふり返って，実験結果から考えられることを話し合ったり，ほか
の班の結果にも興味をもったりしている。

知技
③

有機物と無機物の違いについて理解する。 ○ 有機物と無機物の違いについて理解している。

知技
④

金属と非金属の違いについて理解する。 ○ 金属と非金属の違いについて理解している。

知技
⑤

質量の定義について理解する。 質量の定義を説明している。

知技
⑥

密度の定義について理解し，てんびんやメスシリンダーを用いて物質の質量や
体積を測定することで，実際に密度を求めることができる。

○ 密度の定義について理解し，てんびんやメスシリンダーを用いて物質の質量や
体積を測定することで，密度を求めている。

知技
⑦

実験レポートを作成することができる。 実験レポートの書き方にならった実験レポートを作成している。

思判
表④

ある物質が液体に浮くか沈むかについて，密度の違いから判断し，説明するこ
とができる。

ものの浮き沈みについて，密度の違いから説明している。

思判
表⑤

卵を食酢に入れたときの変化について，問題を見いだす。 卵を食酢に入れたときの変化に気づき，問題を見いだしている。

知技
⑧

気体の捕集法について理解する。 ○ 水上置換法，上方置換法，下方置換法を理解している。

思判
表⑥

実験結果から，異なる方法で発生させた気体の性質が，同じ性質か異なる性質
かを判断できる。

実験３の結果から，異なる方法で発生させた気体の性質が，同じ性質か異なる
性質かを判断している。

知技
⑨

酸素や二酸化炭素の性質について理解する。 ○ 酸素や二酸化炭素の性質を理解している。

思判
表⑦

アンモニアの噴水実験の結果や原理を，アンモニアの性質と関連づけて説明す
ることができる。

アンモニアの噴水実験の結果や原理を，アンモニアの性質と関連づけて説明し
ている。

知技
⑩

アンモニアや水素，窒素の性質について理解する。 ○ アンモニアや水素，窒素の性質について理解している。

主体
②

習得した知識・技能を活用して，未知の気体を区別する実験を計画し，課題を
解決しようとする。 ○

未知の気体を区別する実験方法を計画し，粘り強く課題を解決しようとしてい
る。

思判
表⑧

未知の気体を調べる実験を正しく安全に行い，実験結果からその気体の正体を
判断することができる。

未知の気体を調べる実験を正しく安全に行い，実験結果からその気体の正体を
判断している。

知技
⑪

水溶液の性質，および溶質，溶媒について理解し，溶質を水に溶かしたとき，
全体の質量は変わらないことを実験方法とともに理解する。 ○

溶質，溶媒について理解しており，溶質が溶媒に溶けたときに全体の質量は変
わらないことを理解している。

思判
表⑨

水に物質が溶けているようすを粒子のモデルで考えることができる。 ○ 水に物質が溶けている様子を粒子のモデルで考えている。

知技
⑫

質量パーセント濃度の定義と求め方について理解する。 ○ 質量パーセント濃度の定義と求め方について説明している。

主体
③

一定量の水に溶ける物質の量は何に関係するのかという問題について進んで関
わり，見通しをもつなど，科学的に探究しようとする。

一定量の水に溶ける物質の量は何に関係するのかについて疑問をもち，調べよ
うとしている。

知技
⑬

一定量の水に溶ける物質の量は，何によって変わるか理解する。
一定量の水に溶ける物質の量は，物質の種類や温度によって変わることを説明
している。

知技
⑭

水溶液から溶けている物質を取り出す実験の技能や，観察の記録方法を身につ
けている。

水溶液から溶けている物質を取り出す実験を，正しく安全に行いながら，観察
結果を記録している。

思判
表⑩

溶解度曲線より，水溶液に溶けている物質の析出方法を見きわめることができ
る。 ○ 溶解度曲線より，水溶液に溶けている物質の析出方法を見きわめている。

知技
⑮

飽和水溶液，溶解度，再結晶の意味について理解する。 飽和水溶液や溶解度，結晶や再結晶の意味を説明している。

知技
⑯

純物質と混合物の違いについて理解する。 純物質と混合物の違いを説明している。

思判
表⑪

習得した知識・技能を活用して，混合物から純物質を取り出す方法を見きわめ
ることができる。

２種類の溶質の温度による溶解度の違いに着目して，純物質を取り出す方法を
見きわめている。

思判
表⑫

身のまわりの物質の状態変化について問題を見いだし，水と比較しながら，共
通点と相違点を表現する。

身のまわりのさまざまな物質の状態変化について，共通点と相違点を表現して
いる。

知技
⑰

状態変化では，物質そのものは変化しないことについて理解する。 状態変化では，物質そのものは変化しないことを説明している。

思判
表⑬

状態変化では，体積は変化するが質量は変化しないことについて，粒子のモデ
ルを用いて適切に表現し，説明することができる。

○ 状態変化では，体積は変化するが質量は変化しないことについて，粒子のモデ
ルを用いて表現し，説明している。

主体
④

状態変化を適切にモデル化するために，他者の考えを取り入れながら，自分の
考えをまとめようとする。

○ 状態変化を適切にモデル化するために，他者の参考になる考えを取り入れなが
ら，自分の考えをまとめようとしている。

知技
⑱

沸点の測定の実験を，正しく安全に行うことができる。 沸点の測定の実験を，正しく安全に行っている。

思判
表⑭

エタノールを加熱したときの温度変化をグラフで表し，関係を見いだすことが
できる。

エタノールを加熱したときの温度変化をグラフで表している。

知技
⑲

融点と沸点について理解する。
融点は固体から液体になるときの温度，沸点は液体から気体になるときの温度
であることを説明している。

思判
表⑮

水とエタノールの混合物の温度変化のグラフより，エタノールの多い液体を取
り出す方法を計画することができる。

○ エタノールの多い液体を取り出す方法を計画している。

思判
表⑯

蒸留によって得られた液体のおもな成分を判断することができる。
蒸留して得られた液体が燃えることから，エタノールの性質と結びつけて判断
している｡

主体
⑤

蒸留の原理が社会でも広く活用されていることに関心をもち，自ら調べようと
する。

蒸留の原理について理解し，その原理が石油の蒸留などにも活用されているこ
とに関心を示している。

力だめし(1) ○
予備(2)

○ ○

○

評価方法

●ここにあげる評価規準は，日々の授業の中で生徒の学習状況を把握し，指導の改善に生かすものである。こ
のうち，記録欄に○をつけたものは，記録に残す評価である。
〔知技…知識・技能，思判表…思考・判断・表現，主体…主体的に学習に取り組む態度〕

○ ○

○ ○

○○

○

章の目標

　校庭や学校周辺の生物の観察を行
い，いろいろな生物がさまざまな場
所で生活していることを見いだして
理解するとともに，観察器具の操
作，観察記録のしかたなどの技能を
身につけること。
　いろいろな生物を比較して見いだ
した共通点や相違点をもとにして分
類できることを理解するとともに，
分類のしかたの基礎を身につけるこ
と。
　身近な生物を観察することによ
り，生物に対する興味・関心を高め
ること。

　身近な植物の外部形態の観察を行
い，その観察記録などにもとづい
て，共通点や相違点があることを見
いだして，植物の体の基本的なつく
りを理解すること。また，その共通
点や相違点にもとづいて植物が分類
できることを見いだして理解するこ
と。
　植物に対する興味・関心をもち，
植物を観察するときにどのような点
に注目すればよいかを考える力を身
につけること。

　身近な動物の外部形態の観察を行
い，その観察記録などにもとづい
て，共通点や相違点があることを見
いだして，動物の体の基本的なつく
りを理解すること。また，その共通
点や相違点にもとづいて動物が分類
できることを見いだして理解するこ
と。
　動物に対する興味・関心を高め，
動物を観察するときにどのような点
に注目すればよいかを考える力を身
につけること。

　身のまわりの物質の性質をさまざ
まな方法で調べる実験を行い，物質
には密度や加熱したときの変化など
固有の性質と共通の性質があること
を見いだして理解させるとともに，
ガスバーナーや電子てんびんなどの
実験器具の操作，記録のしかたなど
の技能を身につけさせる。

　気体を発生させてその性質を調べ
る実験を行い，気体の種類による特
性を理解させるとともに，気体を発
生させる方法や捕集法などの技能を
身につけさせる。

　物質が水に溶ける際の水溶液の均
一性を，粒子のモデルで理解させ
る。また，水溶液から溶質を取り出
す実験を行い，その結果を溶解度と
関連づけて理解させる。

　物質の状態変化についての観察，
実験を行い，状態変化によって物質
の体積は変化するが質量は変化しな
いことを見いだして理解させる。ま
た，物質の融点や沸点を境に状態が
変化することを知るとともに，混合
物を加熱する実験を行い，沸点の違
いによって物質の分離ができること
を見いだして理解させる。

生徒
観察・実験

観察１　身のまわり
の生物の観察【季】

探Q実習１　生物のな
かま分け

観察２　花のつくり
〔季〕【顕】
観察３　葉と根のつ
くり

観察４　動物の体の
つくりと生活

探Q実験１　謎の物質
Ｘの正体【ガ】
実験２　密度による
物質の区別

学

期
観点 到達目標
（評価規準）

主な到達目標
（「おおむね満足できる」（B）の基準）

※この単元で身についた資質能力を総括的に評価する。

5月
(10)

6月
(12)

[生命]
いろいろな
生物とその
共通点
(19)

○

7月
(6)

１章
いろいろな物質とそ
の性質
(7)

○

３章
水溶液の性質
(6)

４章
物質のすがたとその
変化
(6)★

9月
(11)

２章
いろいろな気体とそ
の性質
(5)◎

※この単元で身についた資質能力を総括的に評価する。

実験３　酸素と二酸
化炭素の発生とその
性質
実験４　身のまわり
のものから発生する
気体

実験５　水にとけた
物質のとり出し
【顕】【ガ】

実験６　エタノール
が沸騰する温度
【ガ】
実験７　水とエタ
ノールの混合物の加
熱【ガ】

１章
植物の特徴と分類
(7)

２章
動物の特徴と分類
(9)

章

１
身のまわりの生物の
観察
(4)

２
生物のなかま分けの
しかた
(4)

[序章]
自然の中に
あふれる生
命(9)

4月
(8)

令和5年度　第1学年　理科　年間指導計画（105時間）
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[物質]
身のまわり
の物質
(28)

10月
(12)
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光・音・力による現
象(1)

思判
表①

光・音・力に関する現象について，光・音・力に関する既習事項や日常におけ
る経験から，問題を見いだしたり，原理を考えたりする。

光・音・力に関する現象について，積極的に話し合い活動をするなどして，自
分なりに課題を設定し，現象が生じる理由を考え，表現している。

知技
①

光源装置や鏡，分度器を使って，入射角を変えたときの反射角を測定すること
ができる。

光源装置や鏡，分度器を使って，入射角を変えたときに反射角がどのように変
化するのかを調べている。

思判
表②

実験１の結果をもとに，入射角と反射角の関係を考察することができる。 ○ 光を鏡で反射させたとき，入射角と反射角がどのような関係にあるか考察して
いる。

知技② 鏡で光がはね返るときの規則性を理解する。
鏡で光がはね返るとき，反射の法則が成り立ち，入射角と反射角が等しいこと
を理解している。

知技③ 物体が見えるしくみを理解する。
光源からの光や物体で反射した光が目に届くと，物体が見えることを理解して
いる。

主体
①

水によってコインの見え方が変わる現象について，問題を見いだそうとする。 ○ 水によってコインの見え方が変わる現象について，水がある場合とない場合で
比較しながら調べ，問題を見いだそうとしている。

思判
表③

異なる物質の境界面における光の進み方に着目し，理由を考えて表現する。 水によってコインの見え方が変わる現象が生じる理由を考え，表現している。

知技④
光が空気中から水中へ，また，水中から空気中へ進むとき，境界面で屈折する
角度を，入射角を変えながら測定することができる。

小型光学用水槽を使うなどして，光が空気中から水中へ，また，水中から空気
中へ進むとき，境界面で屈折する角度を，入射角を変えながら調べている。

思判
表④

実験２の結果をもとに，入射角と屈折角の関係を考察することができる。 ○ 光を空気と水の境界面で屈折させたときの入射角と屈折角の関係を考察してい
る。

知技⑤ 光が空気中から水中などへ進むときの規則性を理解する。
光が空気中から水中などに進むと，境界面で入射角＞屈折角となるように光は
進み，一部は反射することを理解している。

知技⑥ 光が水中などから空気中へ進むときの規則性を理解する。
光が水中などから空気中に進むと，境界面で入射角＜屈折角となるように光は
進み，一部は反射するが，入射角がある角度をこえると全反射が起こることを
理解している。

知技⑦ 白色光にはいろいろな色の光が混ざっていることを理解する。
白色光にはいろいろな色の光が混ざっていて，プリズムを使うと白色光が色ご
とに分かれることを理解している。

主体
②

凸レンズを使ったときのものの見え方について調べ，問題を見いだそうとす
る。

○ 凸レンズを使ったときのものの見え方について調べ，問題を見いだそうとして
いる。

思判
表⑤

凸レンズによるさまざまな現象を観察する過程で，凸レンズを通る光の進み方
に着目し，像ができる理由を考え，表現している。

凸レンズによって像ができる理由を考え，表現している。

思判
表⑥

凸レンズを通る光の進み方をもとに，どの位置にどのような像ができるのかを
作図によって求めることができる。

凸レンズを通って光が進むときの規則性をもとに作図して，像ができる位置と
大きさ，向きをかき表している。

知技⑧
凸レンズによってできる像を調べる実験を行い，物体と凸レンズの距離によっ
て像の位置や大きさ，向きが変わることを調べることができる。

○
物体やスクリーンの位置を変えながら，物体と凸レンズの距離によってスク
リーン上に映し出される像の位置や大きさ，向きがどのように変わるか調べて
いる。

思判
表⑦

実験３の結果をもとに，実像と虚像のできる条件を見いだすことができる。
凸レンズによってできる像を観察した結果から，凸レンズによって実像や虚像
ができる条件を考えている。

知技⑨ 凸レンズによる像のでき方の規則性を理解する。
物体と凸レンズの距離とスクリーン上の像の大きさや向きの関係を踏まえて，
実像と虚像のでき方を理解している。

主体
③

凸レンズのはたらきについてふり返り，凸レンズを通る光の進み方と像のでき
方について，科学的に考えようとする。

○ 凸レンズのはたらきについて，見通しをもったり，ふり返ったりするなど，科
学的に考えようとしている。

思判表
⑧

図39の実験を演示して見せたり，生徒に行わせたりして，音の伝わり方につい
て仮説を立て，それを確かめる方法を計画する。

音さAの振動がどのようにして音さBに伝わったのか説明することができる。

思判表
⑨

図40の結果から，音は空気を振動させて伝わっていることを考察することがで
きる。

空気を抜いていくと音が小さくなっていくことから，音は空気を振動させて伝
わっていくと考察している。

知技⑩ 音は音源の振動が波としてあらゆる方向に伝わることを理解する。 ○ 音は波としてあらゆる方向に伝わることを理解している。

知技⑪
音は空気中だけでなく，液体や固体などの中でも伝わることや，音が伝わる速
さは音が伝わる物質によって異なり，空気中では約340m/sであることを理解し
ている。

○
音は空気だけでなく液体や固体中も伝わり，空気中では約340m/sの速さで伝わ
ることを理解している。

主体
④

音の大きさや高さの違いについて問題を見いだし，探究しようとする。 音の大きさや高さの違いについて問題を見いだし，探究しようとしている。

知技⑫
振動と音の関係を調べる実験を行い，音の大小や高低と振動のしかたの関係を
調べることができる。

○ モノコードなどを使って音を出し，振動のしかたと音の大きさや高さの関係を
調べている。

主体
⑤

習得した知識および技能を活用して，音の大きさや高さの違いを，振動数や振
幅の違いと関係づけ，課題を解決しようとする。

○ 習得した知識および技能を活用して，音の大きさや高さの違いを，振動数や振
幅の違いと関係づけ，課題を解決しようとしている。

知技⑬
振幅が大きいほど音は大きくなり，振動数が多いほど音が高くなることを理解
する。

振幅が大きいほど音が大きくなり，振動数が多いほど音が高くなることを理解
している。

思判表
⑩

物体に力がはたらくと物体はどうなるか，説明することができる。 ○ 物体に力がはたらくと物体はどうなるか説明している。

知技⑭
物体に力がはたらくと，物体は変形したり，動きが変わったり，支えられたり
することを理解する。

○ 物体に力がはたらくと，物体は変形したり，動きが変わったり，支えられたり
することを理解している。

知技⑮ いろいろな種類の力があることを理解する。
力には，弾性力(弾性の力)，重力，磁力（磁石の力），電気力などいろいろな
種類があることを理解している。

思判表
⑪

力の大きさとばねののびの関係について問題を見いだし，ばねを使って力の大
きさを測定する方法を考えて探究することができる。

○
力の大きさとばねののびの関係について問題を見いだし，ばねを使って力の大
きさを測定する方法を考えて探究することができる。

知技
⑯

おもりやばねなどを使って，力の大きさとばねののびの関係を調べることがで
きる。

おもりやばねなどを使って，ばねに力を加えたときのばねののびの変化を調べ
ている。

思判表
⑫

実験結果を誤差を踏まえながらグラフに表し，ばねののびは力の大きさに比例
することを見いだすことができる。

実験結果を誤差を踏まえながらグラフに表し，ばねののびは力の大きさに比例
することを見いだしている。

主体
⑥

他者と関わりながら，力の大きさとばねののびの関係について主体的に探究し
ようとする。

○
力の大きさとばねののびの関係について，他者と協力しながら探究しようとし
ている。

知技
⑰

力の大きさはばねの変形の大きさで表すことができることを理解する。
ばねは力を加えるとフックの法則にしたがってのび，力の大きさはばねの変形
の大きさで表すことができることを理解している。

知技⑱ 重さと質量の違いを理解する。 ○
重さは物体にはたらく重力の大きさでばねばかりではかることができる量，質
量は場所によって変わらない上皿てんびんではかることができる量であること
を理解している。

思判表
⑬

物体にはたらく力を見つけ，力の表し方にしたがって，矢印を使って表現する
ことができる。

○ 物体にはたらく力を見つけ，力の三要素を踏まえて，物体にはたらく力を力の
矢印を使って表現している。

知技⑲ 力の表し方を理解する。
力の三要素を踏まえて，物体にはたらく力を力の矢印を使って表現できること
を理解している。

主体
⑦

力がはたらいているのに物体が動かない条件について予想し，探究しようとす
る。

○ 綱引きやスクラム以外に，力がはたらいているのに物体が動かない例を探し，
2力がつり合う条件を予想して探究しようとしている。

知技⑳
厚紙やばねばかりを使って実験を行い，2力がつり合う条件を調べることがで
きる。

2力がつり合う条件を，穴の位置や力の大きさ，力の向きを変えながら調べて
いる。

思判表
⑭

実験６の結果をもとに，2力がつり合う条件を考察することができる。 ○ 2力がつり合うとき，2力の大きさ，向き，位置関係がそれぞれどうなっている
か，説明している。

知技
㉑

2力がつり合う条件を理解し，摩擦力や垂直抗力に適用して説明することがで
きる。

2力がつり合う条件を理解し，摩擦力や垂直抗力に適用して説明しできてい
る。

力だめし(1) ○ ○
予備(1)

活きている地球(1) 知技①
プレートの動きや地球内部の高温の熱が，地表で見られる地形などと関連して
いることを理解する。

ヒマラヤ山脈の形成，ハワイ諸島の火山の形成・移動に，プレートの動きや地
球内部の高温の熱が関連していることを理解している。 ○

知技②
地形や大地の構成物などの特徴は，大地の変化と関連していることを理解す
る。

○ 地形や大地の構成物などを調べることによって，大地の変化を推測できること
を理解している。

知技
③

大地を観察する方法や記録のしかたを身につける。 ○ 安全に観察したり，岩石などを採取したりする方法や，観察後にスケールのよ
うすなどがわかる記録のしかたを身につけている。

思判
表①

地域の大地の観察結果から，大地の成り立ちや変化を推測するとともに，それ
らに関する問題を見いだすことができる。 ○

観察結果から，大地の成り立ちや変化を考察し，わかったこと，わからなかっ
たことや疑問を説明している。

主体
①

観察をふり返り，見いだした問題を今後の学習によって解決する見通しをもと
うとする。

観察をふり返り，わからなかったことや疑問を整理して，これから学ぶべきこ
との要点を明らかにしている。

知技
④

地震のゆれの特徴を，地震計の記録と関連づけて理解する。 地震計の記録から，初期微動・主要動，初期微動継続時間を理解している。

思判
表②

震源距離と初期微動継続時間の関係を見いだすことができる。 ○
震源以外の２地点における震源距離と初期微動継続時間を読み取り，グラフに
表してその関係を説明している。

主体
②

震源距離と初期微動継続時間の関係が成り立つ理由を考えようとする。
震源距離と初期微動継続時間の関係が成り立つ理由を，P波やS波の速さの違い
に着目して考えようとしている。

思判
表③

過去の地震例から，観測点によって地震のゆれの強さに違いが生じる要因を見
いだすことができる。

○ 震度やマグニチュードを示した過去の地震例を比べて，観測点によって地震の
ゆれの強さに違いが生じる要因を見いだしている。

知技
⑤

日本列島付近で起こる地震の特徴を，プレートの動きと関連づけて理解する。 ○ 日本列島付近の震央・震源の分布の特徴を，海洋プレートの沈みこみと関連づ
けて理解している。

知技
⑥

火山噴出物の特徴を理解する。 溶岩，火山灰，火山れき，火山弾，軽石などの特徴を理解している。

思判
表④

同じ種類の火山噴出物であっても，特徴に多様性があることを見いだし，その
原因を推測することができる。

○ 鉱物の種類や量の違いによって，火山灰の色が違うことを見いだし，その原因
がマグマの性質の違いに起因することを推測している。

思判
表⑤ マグマの性質と火山の形の関係について，仮説を立てることができる。 ○

２つの火山の噴火のようすや火山の形を比べ，それらを関連づけながらマグマ
の性質の違いが火山の形に関係していること推測し，仮説を立てている。

思判
表⑥

モデル実験の結果から，マグマの性質と火山の形の関係を見いだすことができ
る。

モデル実験の結果から，仮説を検証し，マグマの性質と火山の形の関係を明ら
かにしている。

主体
③

他者と関わりながら，実験計画をもとにマグマの性質と火山の形の関係につい
て調べる実験を，粘り強く取り組もうとする。

○ 他者と関わりながら，実験計画をもとに見通しをもち，マグマの性質と火山の
形の関係について調べる実験を行おうとしている。

知技
⑦

火成岩の特徴を見いだし，記録することができる。 鉱物の種類，大きさ，集まり方に着目して記録している。

思判
表⑦

火山岩と深成岩の組織の違いができるしくみを推測することができる。 ○ マグマの冷え方の違いと関連づけて，火山岩と深成岩の組織の違いができるし
くみを推測している。

知技
⑧

日本列島付近に火山が多い理由を，プレートの動きと関連づけて理解する。 ○ 日本列島付近に火山が多い理由を，海洋プレートの沈みこみによるマグマの発
生と関連づけて理解している。

知技
⑨

地層のでき方を，時間的，空間的な変化にもとづいて理解する。 ○ 地層のでき方を，風化から侵食・運搬・堆積までの一連の中で捉え，水中に流
れこんだ土砂の広がり方の違いと関連づけて理解している。

知技
⑩

堆積岩の特徴を見いだし，記録することができる。 ○ 粒の大きさ，かたさ，塩酸との反応などに着目して，堆積岩の特徴を調べて記
録している。

知技
⑪

地層に含まれる化石をもとに，地層が堆積した当時の環境や形成された時代を
推測できることを理解する。

化石の名前をあげて，その化石を含む地層が堆積した環境や地層が形成された
地質年代を推測できることを理解している。

知技
⑫

地層の特徴を見いだし，記録することができる。
地層の特徴を，厚さや重なり方，各層の構成物について観察し，その特徴を簡
単なスケッチと文章によって記録している。

思判
表⑧

地層の特徴から，地層の広がりを捉えたり，地層が形成された過程を推測した
りすることができる。

○ 地層の特徴から，各場所に見られる同じ地層をつないで広がりを示したり，過
去の環境のようすや変化などを推測したりしている。

思判
表⑨

プレートと大地の活動の関連を見いだすことができる。
プレートの境界付近で地震や火山活動が多く起こり，巨大な山脈が形成されて
いることなどを見いだすことができる。

主体
④

他者と関わりながら，大地の恵みと災害を調べようとする。
大地の恵みや災害について，学習したことと関連づけながら調べようとしてい
る。

知技
⑬

さまざまな大地に関する事物・現象が起こるしくみと関連づけて，大地の恵み
と災害を理解する。 ○

地震や火山活動などが起こるしくみと関連づけながら，地震や火山活動などが
人間生活にもたらす影響を，恵みと災害の視点から整理して理解している。

思判
表⑩

日本列島で発生する可能性がある地震をあげ，その地震による災害を想定する
ことができる。

日本列島ではどこでも地震が発生する可能性が高いことを示し，地震によって
起こる災害を複数想定している。

力だめし(1) ○ ○
予備(2)

年間配当時数　99時間 ＋ 予備6時間 ＝ 105時間(105)

○

○

○

○

○

○ ○

○

　地震計の記録から地震のゆれの特
徴を理解させ，記録の分析により地
震のゆれの伝わり方の規則性を見い
ださせる。また，地震の原因などを
プレートの動きと関連づけて理解さ
せる。

　さまざまな火山の活動などを調べ
させ，それらのようすはマグマの性
質が深く関係していることを考察さ
せるとともに，マグマからできる火
成岩の特徴を，成因と関連づけて理
解させる。

　地層の重なり方や広がり方の規則
性を捉えさせ，構成する岩石や化石
をもとに，地層が堆積した時代や当
時の環境を推測させることを通じ
て，地層のでき方を理解させる。ま
た，プレートと火山活動や地震など
との関連を総合的に捉えさせ，大地
からの恵みや災害について理解させ
る。

　光の反射や屈折の実験を行い，光
が水やガラスなどの物質の境界面で
反射，屈折するときの規則性を見い
ださせる。また，凸レンズのはたら
きについての実験を行い，物体の位
置と像の位置および像の大きさや向
きの関係を見いださせる。

　音についての実験を行い，音はも
のが振動することによって生じるこ
と，音は波として空気中を約340m/s
の速さで伝わること，および音の大
きさや高さは音源の振動のしかたに
関係することを見いださせる。

　物体に力をはたらかせる実験を行
い，物体に力がはたらくとその物体
が変形したり，動き始めたり，運動
のようすが変わったりすることを見
いださせるとともに，力は大きさと
向きによって表されることを理解さ
せる。また，2力のつり合いの実験を
行い，1つの物体にはたらく2力がつ
り合う条件を見いだし理解させる。

　身近な地形などの観察を通して，
大地の成り立ちなどを理解させる。
観察器具の基本的な扱い方などを身
につけさせる。

※この単元で身についた資質能力を総括的に評価する。

[地球]
活きている
地球
(24)

2月
(12)

3月
(6)

１章
身近な大地
(3)

２章
ゆれる大地
(4)

３章
火をふく大地
(7)

実験１　光が鏡では
ね返るときの進み方
実験２　空気と水の
間での光の進み方
実験３　凸レンズに
よってできる像

実験４　音のちがい
と振動のようすの関
係

探Q実験５　力の大き
さとばねののびの関
係
実験６　２力がつり
合うための条件

実習１　地震のゆれ
はじめの特徴

探Q実験１　マグマの
性質と火山の形の関
係
観察１　火成岩の観
察

観察２　堆積岩の観
察
観察３　地層の観察

４章
語る大地
(6)

2

学

期

3

学

期

１章
光による現象
(8)

２章
音による現象
(5)

３章
力による現象
(9)

[エネル
ギー]
光・音・力
による現象
(25)

11月
(12)

12月
(7)

1月
(9)

※この単元で身についた資質能力を総括的に評価する。
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ダイヤモンドをつく
る粒子(1)

思判
表① 物質を構成する小さな粒子について，自分の考えを表現することができる。 物質を構成する小さな粒子について自分の考えを表現している。 ○

思判
表②

炭酸水素ナトリウムの加熱による変化について，見通しをもって解決する方
法を立案することができる。

○ 炭酸水素ナトリウムの加熱による変化について，生成する物質の集め方や調
べ方を立案している。

知技
①

生成した物質の性質を調べるために，実験器具等を適切に選択し，これらの
基本操作を行うことができる。

○ 生成した物質の性質を調べるために，実験器具等を適切に選択し，これらの
基本操作を行っている。

思判
表③

実験結果を分析・解釈し，もとの物質とは異なる性質をもった別の物質に分
かれたことを論理的に説明することができる。

もとの物質とは異なる性質をもった別の物質に分かれたことを説明してい
る。

知技
② 化学変化や分解について理解する。 化学変化，分解について理解している。

主体
①

水が分解するとどうなるかという問題に進んで関わり，見通しをもつなど，
科学的に探究しようとする。

水が分解するとどうなるかという問題に進んで関わり，結果を予想しなが
ら，科学的に探究しようとしている。

思判
表④

実験結果を分析・解釈し，分解によって生成した物質を推定することができ
る。

○ 実験２の結果を分析・解釈し，水に電流を流したときに生成した物質を推定
している。

知技
③ 電気分解について説明することができる。

電流を流すことによって物質が分解し，性質の異なる別の物質が生成するこ
とを説明している。

知技
④

物質は原子からできていることを理解しており，原子の性質を説明すること
ができる。

物質は原子からできていることを理解している。

知技
⑤ いくつかの原子が結びついて分子ができていることを理解する。 いくつかの原子が結びついて分子ができていることを説明している。

思判
表⑤

原子のモデルを用いて，分子がどのようにできているかを表現することがで
きる。

原子のモデルを用いて，分子がどのようにできているかを表現している。

主体
②

これまでの学習をふり返り，状態変化と化学変化の違いについて，原子や分
子のモデルと関連づけながら，粘り強く解決しようとする。

○ 水の状態変化と水の電気分解の違いについて，原子や分子のモデルを用いて
説明しようとしている。

知技
⑥ 原子には，その種類ごとに元素記号がつけられていることを理解する。 原子には，その種類ごとに元素記号がつけられていることを説明している。

知技
⑦

さまざまな物質について，組成とモデルとを関連づけて，化学式で表す方法
を身につける。

○ 化合物の組成を考えて，化学式をつくっている。

思判
表⑥

物質を混合物と純物質に分類し，純物質が単体か化合物かを，化学式やモデ
ルから判断できる。

物質を混合物と純物質に分類し，純物質が単体か化合物かを，化学式やモデ
ルから判断している。

知技
⑧ 化学変化を，原子・分子のモデルや化学反応式で表す方法を身につける。

化学変化を原子・分子のモデルと関連づけながら，化学反応式で表してい
る。

思判
表⑦

さまざまな化学変化を，原子・分子のモデルと関連づけながら，化学反応式
で表すことができる。

○ 原子・分子のモデルから化学反応式をつくっている。

主体
③

硫黄による鉄の変化についての問題に進んで関わり，見通しをもつなど，科
学的に探究しようとする。

○ 硫黄による鉄の変化に関心をもち，確かめようとしている。

知技
⑨

鉄と硫黄の混合物を加熱する実験を安全に行い，生成した物質を調べること
ができる。

鉄と硫黄の混合物を加熱する実験を安全に行い，生成した物質を調べてい
る。

思判
表⑧

実験結果を分析・解釈し，鉄と硫黄の混合物を加熱すると別の物質ができる
ことを，論理的に説明することができる。

○ 鉄と硫黄の混合物を加熱すると，別の物質ができることを説明している。

知技
⑩

物質どうしが結びつく変化や分解などの化学変化について，原子・分子のモ
デルや化学反応式を用いて表す方法を身につける。

○ ２種類以上の物質が結びつく変化や分解などの化学変化について理解してい
る。

思判
表⑨

物質が酸化される化学変化を原子・分子のモデルと関連づけながら，化学反
応式で表すことができる。

物質が酸化される化学変化を原子・分子のモデルと関連づけながら，化学反
応式で表している。

知技
⑪ 酸化や燃焼がどのような化学変化であるかを説明することができる。 ○ 酸化や燃焼がどのような化学変化であるかを理解している。

思判
表⑩

炎の位置によって銅板が酸化したり，もとの銅にもどったりする理由を推測
することができる。

炎の位置によって銅板が酸化されたり，もとの銅にもどったりする理由を推
測している。

思判
表⑪

酸化銅の還元実験の結果を，原子・分子のモデルを使って考察することがで
きる。

○ 酸化銅の還元実験の結果を，原子・分子のモデルで記述している。

知技
⑫ 金属酸化物の還元がどのような化学変化であるかを説明することができる。 金属酸化物が還元されたときの変化について理解している。

知技
⑬

温度が変化する化学変化の実験を適切に行い，結果を記録することができ
る。

○ 温度が変化する化学変化の実験を適切に行い，結果を記録している。

知技
⑭ 化学変化と熱の出入りの関係について説明することができる。 化学変化と熱の出入りの関係を理解している。

主体
④

化学変化と熱の出入りについての学習をふり返り，身のまわりへの活用を自
ら考えようとする。

○ 化学変化による熱の利用に興味をもっている。

主体
⑤

化学変化の前後での物質の質量の変化について進んで関わり，見通しをもつ
など，科学的に探究しようとする。

○ 薄い塩酸と炭酸水素ナトリウムの反応における質量の変化について興味をも
ち，調べようとしている。

思判
表⑫

実験結果を分析・解釈し，化学変化における物質の質量の関係を見いだすこ
とができる。

化学変化の前後で反応に関係する物質全体の質量が変わらないことを，説明
している。

知技
⑮ 質量保存の法則について理解する。 化学変化の前後で物質の質量の総和が等しいことを理解している。

思判
表⑬

質量保存の法則を原子・分子のモデルおよび化学反応式と関連づけて考える
ことができる。

○ 質量保存の法則を原子・分子のモデルと関連づけて考えている。

思判
表⑭ 金属の加熱回数と質量変化の関係について，予想することができる。 金属の加熱回数と質量変化の関係を予想している。

思判
表⑮

金属の質量とその金属に結びつく酸素の質量の関係性について，仮説を確か
めるための実験を計画することができる。

○ 金属の質量とその金属に結びつく酸素の質量の関係性について，仮説を確か
めるために，どのような実験をすればよいか説明している。

主体
⑥

金属と結びつく酸素の質量について，実験計画をもとに実験を行い，粘り強
く課題を解決しようとする。

○ 金属と結びつく酸素の質量について，実験計画をもとに実験を行っている。

知技
⑯ 反応前と反応後の質量を注意深く測定することができる。 反応前と反応後の質量を注意深く測定している。

思判
表⑯

実験結果を分析・解釈し，化学変化における物質の質量の関係を見いだし，
相手にわかりやすく伝えることができる。

○ 実験結果を分析・解釈し，化学変化における物質の質量の比が一定になって
いることを表現している。

知技
⑰

化学変化で結びつく物質どうしの質量の比が，一定になっていることを理解
する。

グラフをもとに，結びつく物質どうしの質量の比が一定になっていることを
説明している。

力だめし(1) ○ ○
予備(4)

生物の体のつくりと
はたらき(1)

思判表
① 植物や動物の体のつくりの違いについて表現することができる。 植物や動物の体のつくりの違いについて，説明している。 ○

主体
①

積極的に，生物の細胞の観察に取り組み，生物の体のつくりの共通点を見い
だそうとする。

積極的に顕微鏡観察を行い，細胞のつくりの特徴を見いだそうとしている。

知技
①

単細胞生物と多細胞生物の体の成り立ちを理解している。また，多細胞生物
の体を組織や器官の用語を使って説明できる。

◯ 単細胞生物と多細胞生物の成り立ちを理解している。また，多細胞生物の体
を組織や器官の用語を使って説明している。

知技
② 最適な細胞像を顕微鏡の視野に出し，正確にスケッチすることができる。 ◯ 適切な操作を行い，植物の細胞や動物の細胞をスケッチしている。

思判
表②

観察したいろいろな細胞の特徴をもとに，植物と動物それぞれの細胞の基本
的なつくりの共通点と相違点を見いだし，一般化することができる。

観察した細胞についての特徴を説明している。

知技
③

植物と動物の細胞のつくりの共通点と相違点を理解し，説明することができ
る。

◯ 図を見て，植物と動物の細胞のつくりの共通点と相違点，各部の名称・はた
らきを説明している。

思判
表③

生物は，細胞呼吸によって活動のエネルギーを取り出していることを理解
し，細胞呼吸に必要な物質や発生する物質について説明することができる。

細胞呼吸とは，生きるためのエネルギーを取り出すはたらきで，栄養分と酸
素が必要で二酸化炭素と水ができることを説明している。

知技④ 細胞呼吸を図式で表してその意義について説明することができる。 細胞呼吸を，図11のような図式で表している。

思判
表④

葉のつき方の共通点や相違点をあげ，日光の当たり方と関連づけて，考察す
ることができる。

日光の当たり方と関連づけて，葉が互いに重ならないようについていること
を説明している。

知技
⑤ 上から見ると葉が互いに重なり合わないようについていることを理解する。

葉のつき方について，上から見ると互いに重なり合わないようについている
ことを説明している。

主体
② 光合成と葉緑体の関係について，探究しようとしている。

光合成と葉緑体の関係について，他者と協力しながら，観察結果や資料など
から考察しようとしている。

思判
表⑤ 対照実験の計画を立てることができる。 ◯ 対照実験の意味について説明している。

思判
表⑥

実験操作の意味を理解し，光合成の原料として二酸化炭素が必要であること
を，指摘することができる。

実験結果から，光合成の原料として，二酸化炭素が必要であることを説明し
ている。

知技
⑥ 光合成のしくみを理解する。 ◯ 光合成のしくみを，原料・生成物・利用するエネルギーに分けて説明してい

る｡
思判
表⑦

光合成と呼吸の行われる時間帯や気体の出入りについて，考察することがで
きる。

◯ 光合成と呼吸の行われる時間帯と気体の出入りについて考えている。

知技⑦ 光合成と植物の呼吸について理解する。 植物が呼吸を行っていることを説明している。

思判
表⑧ 根毛が無数にあることの利点を推論することができる。 根毛により，水や養分を一度にたくさん吸収できることを説明している。

知技⑧ 根や茎の切片をつくり，それらのつくりを観察することができる。 顕微鏡観察時の倍率設定などを適切に行って観察している。

知技
⑨

葉の表皮や断面のプレパラートをつくり，顕微鏡で，観察することができ
る。

葉の断面について，正確に観察している。

思判
表⑨

葉の断面の観察から，葉のつくりの規則性を見いだし，特徴を指摘すること
ができる。

○ 葉のつくりは，表皮と葉肉の部分からなり，葉肉の細胞には葉緑体があるこ
とを見いだし，説明している。

思判
表⑩ 茎の維管束の並び方には２とおりあることを，指摘することができる。 維管束の並び方には２とおりあることを指摘している。

知技⑩ 道管と師管の役割を理解する。 ◯ 道管と師管の役割を説明している。

知技⑪ 葉の断面や表皮のつくりについて理解している。 ◯ 図を見て，細胞・葉緑体・気孔など，葉の構造を説明している。

思判
表⑪ 気孔が，葉の裏側に多く存在することを，推論することができる。

蒸散の実験結果などを分析・解釈し，気孔が葉の裏側に多いことについて推
論している。

知技⑫ 蒸散のはたらきについて理解する。 蒸散のはたらきについて説明している。

知技
⑬

水の移動を中心にして，植物のつくりとはたらきについて総合的に理解す
る。

◯ 植物のはたらきについて，説明している。

知技
⑭ 動物が必要としている栄養分の種類をあげ，消化の意義を説明できる。 ◯ 炭水化物，タンパク質，脂肪を分解することが消化であることを説明してい

る。
主体
③

唾液のはたらきを調べる実験について，他者とかかわりながら，見通しを
もって実験を主体的・協働的に計画しようとする。

◯ まわりの意見に耳を傾け，見通しをもって実験に参加しようとしている。

知技
⑮

対照実験を設定して，唾液がデンプンを分解するはたらきを調べることがで
きる。

唾液を入れない試験管を用意して，実験している。

主体
④ 唾液のはたらきを調べる実験について，粘り強く課題を解決しようとする。 実験に協力して参加し，唾液のはたらきを調べようとしている。

思判
表⑫

唾液のはたらきを調べる実験結果から，デンプンの分解について推論するこ
とができる。

ベネジクト溶液の反応の結果から，デンプンの分解について説明している。

知技⑯ 唾液には，デンプンを分解するはたらきがあることを説明できる。 ◯ 唾液には，デンプンを分解するはたらきがあることを理解している。

知技⑰ おもな消化酵素の種類とはたらきについて説明できる。 ◯ アミラーゼのはたらきを説明している。

思判
表⑬

小腸の内面に多数の柔毛があることを，栄養分の効率的な吸収と関連づけて
考察することができる。

柔毛があることにより，表面積を広くしていることを理解している。

知技⑱ 消化された栄養分が吸収される道すじを説明できる。 ◯ 消化された栄養分が毛細血管やリンパ管に入ることを理解している。

思判
表⑭ 肺が多数の肺胞からできている意義を説明することができる。 肺胞があることにより，表面積を広くしていることを理解している。

思判表
⑮ 肺による呼吸を細胞呼吸と関連づけて考察することができる。 呼吸の本質が細胞呼吸であることを考察している。

知技
⑲ ヒトの呼吸器官のつくりと肺胞でのガス交換のしくみを説明できる。 ◯ ヒトの呼吸器官のつくりとはたらきについて，各部の名称をあげて説明して

いる。
知技
⑳

細胞の活動でできた不要な物質のうち，アンモニアが腎臓などのはたらきで
排出されるしくみについて理解する。

◯ 腎臓が，アンモニアなどの不要な物質を体外に出すはたらきをしていること
を理解している。

思判表
⑯

血液循環のしくみについて，既習内容や日常経験から問題を見いだしたり考
えたりする。

血液循環のしくみについて，小学校段階での内容を理解し，問題を見いだし
ている。

知技㉑ おもな血液の成分と組織液のはたらきについて説明できる。 ◯ 血液成分の名称とその役割，組織液について理解している。

知技㉒ 血管の種類や心臓のつくりとはたらきについて説明できる。 ◯ 血管の種類や心臓のつくりとはたらきについて理解している。

知技
㉓

血液循環の道すじについて，心臓や流れる血液の特徴と関連づけて説明でき
る。

◯ 血液循環の道すじについて，心臓や流れる血液の特徴を理解している。

主体
⑤

学習内容をふり返り，動物の生命を維持するしくみについて，さまざまな視
点で理解を深めている。

学習内容をふり返り，動物の生命を維持するしくみについて，血液循環と，消化・吸収，呼吸，排
出のはたらきのいずれかを関連づけて理解している。

知技
㉔

動物にはどのような感覚器官があり，それぞれどのような刺激を受け取って
いるか説明できる。

◯ 動物の感覚器官をいくつかあげることができ，それぞれがどのような刺激を
受け取っているか説明している。

知技
㉕

ヒトのおもな感覚器官をあげ，そのつくりと受け取った刺激を脳に伝えるし
くみを説明できる。

◯ ヒトのおもな感覚器官のつくりと，刺激を受け取り脳に伝えるしくみを理解
している。

知技
㉖

ヒトの神経系が脳・脊髄からなる中枢神経と，これから枝分かれする末梢神
経とからなることを説明できる。

◯ 中枢神経と末梢神経の関係について理解している。

知技
㉗

ヒトの反応時間を調べる実験を行い，その結果をわかりやすくまとめること
ができる。

◯ 実験結果から，反応までにかかる時間を計算することができている。

思判
表⑰

ヒトの反応時間を調べる実験結果などから，感覚器官が刺激を受け取って反
応が起こるまでの経路について考察することができる。

反応までに時間がかかることを，中枢神経と末梢神経の関係などをもとに考
察している。

知技
㉘

感覚器官が受け取った刺激によって，ヒトの体にいろいろな反応が起こるし
くみについて説明できる。

◯ 刺激が脳に伝えられ，脳からの命令が運動器官に伝えられる道すじが説明し
ている。

知技㉙ 反射のしくみと特徴について説明できる。 反射について，例をあげて説明している。

知技
㉚

手羽先のつくりを積極的に調べ，その結果をもとに，骨格と筋肉の関係や手
足が動くしくみを理解する。

手羽先のつくりを調べている。

思判
表⑱ 自身の手足の動きを，骨格と筋肉の学習をもとに考察することができる。 ヒトのうでがどのようにして曲がるかを理解している。

知技
㉛

ヒトの体の運動が，骨格と筋肉によって行われていることを説明することが
できる。

◯ ヒトのうでの運動のしくみを，骨格と筋肉のはたらきから説明している。

力だめし(1) ○ ○
予備(5)

配

当

月

観点 到達目標
（評価規準）

主な到達目標
（「おおむね満足できる」（B）の基準）

学

期

実験３　刺激を受け
とってから，反応す
るまでの時間

　動物が外界の刺激に適切に反応して
いる様子の観察を行い，そのしくみを
感覚器官，神経および運動器官のつく
りと関連づけて理解させる。

４章
動物の行動のしくみ
(6)

●ここにあげる評価規準は，日々の授業の中で生徒の学習状況を把握し，指導の改善に生かすものである。こ
のうち，記録欄に○をつけたものは，記録に残す評価である。
〔知技…知識・技能，思判表…思考・判断・表現，主体…主体的に学習に取り組む態度〕

単元 章 章の目標

　物質を分解する実験を行い，分解し
て生成した物質からもとの物質の成分
が推定できることを見いださせる。ま
た，物質は原子や分子からできている
ことを認識させる。

１章
物質の成り立ち
(9)

評価方法

３章
動物の体のつくりと
はたらき
(12)◎

　２種類の物質が反応して結びつく実
験を行い，反応前とは異なる物質が生
成することを見いださせる。また，さ
まざまな化学変化を原子・分子のモデ
ルや化学反応式を用いて説明できるよ
うにする。さらに，酸化と還元が同時
に起きていることや，化学変化に伴う
熱の出入りについても認識させ，それ
らが日常生活にも多く利用されている
ことに気づかせる。

３章
さまざまな化学変化
(9)◎

　化学変化に関係する物質の質量を測
定する実験を行い，化学変化の前後で
は物質の質量の総和が等しいこと，お
よび反応する物質の質量の間には一定
の関係があることを見いださせる。

４章
化学変化と物質の質
量
(6)

[物質]
化学変化と
原子・分子
(34)

２章
物質の表し方
(4)

　原子や分子を化学式で表すことがで
きるようにする。また，化学式・化学
反応式によって，物質の組成や化学変
化を表すことができるようにする。

１章
生物の体をつくるも
の
(5)

　生物の組織などの観察を行い，生物
の体が細胞からできていること，およ
び植物と動物の細胞のつくりの特徴を
見いだし理解させる。

２章
植物の体のつくりと
はたらき
(9)★

　植物の葉や茎，根のつくりについて
の観察を行い，それらのつくりと，光
合成，呼吸，蒸散のはたらきに関する
実験の結果とを関連づけて理解させ
る。

　消化や呼吸，血液の循環についての
観察・実験を行い，動物の体が必要な
物質を取り入れ運搬しているしくみを
観察・実験の結果と関連づけて理解さ
せる。また，不要となった物質を排出
するしくみがあることを理解させる。

[生命]
生物の体の
つくりと
はたらき
(39)

観察１　生物の体の
つくりの観察【顕】
観察２　植物と動物
の細胞のつくり
【顕】

実験１　光合成にと
もなう二酸化炭素の
出入り
観察３　根と茎と葉
のつくり【顕】

探Q実験２　唾液のは
たらき【ガ】

生徒
観察・実験

実験１　炭酸水素ナ
トリウムを加熱した
ときの変化【ガ】
実験２　水に電流を
流したときの変化
【源】

実習１　分子のモデ
ルづくり

実験３　鉄と硫黄の
混合物を加熱したと
きの変化【ガ】
実験４　酸化銅から
銅をとり出す変化
【ガ】
実験５　温度が変化
する化学変化

実験６　化学変化の
前後の物質全体の質
量
探Q実験７　金属と結
びつく酸素の質量
【ガ】

令和5年度　第2学年　理科　年間指導計画（140時間）

※この単元で身についた資質能力を総括的に評価する。

※この単元で身についた資質能力を総括的に評価する。

9月
(12)

10月
(17)

1

学

期

4月
(10)

5月
(12)

○

○○

○ ○

○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

6月
(12)

7月
(10)



地球の大気と天気の
変化(1)

思判
表①

雲や霧の発生といった身近な気象現象のしくみに興味をもち，気象現象に関する既習内容や日常経
験から，問題を見いだしたり，しくみを考えたりする。

雲や霧が発生するしくみに興味をもち，身近な気象現象について考え，どの
ようなしくみが考えられるのかを表現している。 ○

思判
表②

ゴム板が机の天板から取れにくくなっているようすから，大気の重さが関係
していることを見いだすことができる。

○ ゴム板が机の天板から取れにくくなっているようすから，大気の重さによっ
て生じる力が原因であることを見いだしている。

知技
① 大気圧が生じるしくみを理解する。 大気圧が空気の重さによって生じることを理解している。

思判
表③

同じ力がはたらいていても，受ける面積によってそのはたらきが異なること
を考察する。

スポンジにのせた板の面積が大きいとスポンジのへこみが小さいことから，同じ力がはたらいてい
ても，受ける面積によってそのはたらきが異なることを考察している。

知技
② 圧力や大気圧について理解する。 ○ 圧力や大気圧の定義と，圧力の求め方や単位を理解している。

知技
③

気象観測の方法を知り，器具を正しく使って観測し，結果を記録することが
できる。

○ 気象観測の方法を知り，器具を正しく使って観測し，結果を記録している。

知技
④ 気象観測で得られたデータを表やグラフなどに整理している。 気象観測で得られたデータを表やグラフなどに整理している。

主体
①

学習内容をふり返り，天気と気圧，気温，湿度の関係を見いだそうとしてい
る。

○ 学習内容をふり返り，天気と気圧，気温，湿度の関係を理解しようとしてい
る。

思判
表④ 霧が発生する条件を見いだし，霧のでき方を考えることができる。 ○ 霧が発生する条件を見いだし，霧のでき方を考察している。

知技
⑤

上昇する空気が膨張することを理解した上で，雲を発生させる実験を行い，
結果を記録することができる。

○ 雲を発生させる実験を行い，結果を記録している。

思判
表⑤ 雲が発生する条件を見いだし，雲のでき方を考えることができる。 雲が発生する条件を見いだし，雲のでき方を考えている。

知技
⑥ 雲が雨などになる過程を理解する。 雲が雨などになる過程を理解している。

知技
⑦ 水蒸気を含んだ空気から水滴が現れるしくみを理解する。 水蒸気を含んだ空気から水滴が現れるしくみを理解している。

知技
⑧

空気中に水滴が現れるしくみと関連づけて露点を理解し，露点を正しく測定
することができる。

○ 空気中に水滴が現れるしくみと関連づけて露点を理解しており，露点を正し
く測定している。

思判
表⑥ 露点の測定結果から，空気中の水蒸気量を推定することができる。 露点の測定結果から，空気中の水蒸気量を推定している。

知技
⑨ 湿度の意味を理解することができる。 湿度の意味を理解している。

思判
表⑦

霧が発生するしくみを気温と水蒸気量の関係をもとに説明することができ
る。

○ 霧が発生するしくみを気温と水蒸気量の関係をもとに説明している。

知技
⑩

等圧線，高気圧や低気圧の意味を理解し，天気図から天気や風向・風力を読
み取ったり，雲画像から雲の分布の特徴を読み取ることができる。

天気図から天気や風向・風力を読み取ったり，雲画像から雲の分布の特徴を
読み取っている。

思判
表⑧

天気図の気圧配置から大気の動きを立体的に捉え，気圧配置と天気の関係を
考えることができる。

○ 天気図の気圧配置から，気圧配置と天気の関係を見いだしている。

知技
⑪ 複数の天気図から気象要素の連続的な変化を読み取ることができる。 ○ 複数の天気図から気象要素の連続的な変化を読み取っている。

思判
表⑨ 低気圧や高気圧の移動の規則性を見いだすことができる。 低気圧や高気圧の移動の方向の規則性を見いだしている。

思判
表⑩

気温が急に変化する理由をモデル実験の結果と関連づけて説明することがで
きる。

気温が急に変化する理由を，モデル実験の結果と関連づけて説明している。

知技
⑫ 温帯低気圧の発達と，前線ができるしくみを理解する。 前線の種類とその付近の大気の動きを理解している。

知技
⑬ 寒冷前線や温暖前線の通過に伴う天気の変化を理解させる。 寒冷前線や温暖前線の通過に伴う天気の変化を理解している。

思判
表⑪

天気図と観測データを関連づけて，前線の通過に伴う天気の変化を説明する
ことができる。

○ 天気図と観測データを関連づけて，前線の通過に伴う天気の変化を説明して
いる。

知技
⑭

日本付近の大気の動きを地球規模の大気の動きの中で捉え，地球規模の大気
の動きの原因を理解する。

日本付近の大気の動きを，地球規模の大気の動きの中で捉えている。

主体
②

日本の天気が，大陸や海洋からどのような影響を受けているか，見通しを
もって探究しようとする。

天気が，陸や海からどのような影響を受けているか，進んで調べている。

知技
⑮ 海陸風や季節風がふくしくみを，気温差や気圧差と関連づけて理解する。 ○ 海陸風や季節風がふくしくみを理解している。

思判
表⑫ 日本の四季の天気の特徴を見いだすことができる。 ○ 日本の四季の天気の特徴について説明している。

知技
⑯

日本の冬に特徴的な気圧配置を天気図から読み取り，冬の天気の特徴と関連
づけて理解する。

○ 日本の冬に特徴的な気圧配置を天気図から読み取ることができる。

思判
表⑬

シベリア高気圧（気団）からふき出す大気の性質が，変化する原因を見いだ
すことができる。

温度に着目して，シベリア高気圧（気団）からふき出す大気の性質が変化す
る原因を見いだしている。

知技
⑰ 日本の冬と春の天気の特徴と，それが生じるしくみを理解する。 ○ 日本の冬と春の天気の特徴とそれが生じるしくみを理解している。

知技
⑱

日本の梅雨の気圧配置の特徴を天気図などから読み取り，天気の特徴とそれ
が生じるしくみを理解する。

○ 日本の梅雨の気圧配置の特徴を天気図などから読み取り，天気の特徴とそれ
が生じるしくみを理解している。

知技
⑲

日本の夏の気圧配置の特徴を天気図などから読み取り，天気の特徴とそれが
生じるしくみを理解する。

○ 日本の夏の気圧配置の特徴を天気図などから読み取り，天気の特徴とそれが
生じるしくみを理解している。

知技
⑳

日本の秋の気圧配置の特徴を天気図などから読み取り，天気の特徴とそれが
生じるしくみを理解する。

○ 日本の秋の気圧配置の特徴を天気図などから読み取り，天気の特徴とそれが
生じるしくみを理解している。

知技
㉑

日本付近の台風の進路の特徴を見いだして，その原因を考えることができ
る。

日本付近の台風の進路の特徴を見いだして理解している。

主体
③ 明日の天気を予想するための方法を探究しようとしている。 ○ 必要な気象データが何か，理由を含めて説明し，計画を立てている。

知技
㉒ 気象要素や天気図，雲画像などから，天気の特徴を読み取ることができる。 気象要素や天気図，雲画像などから，天気の特徴を読み取っている。

思判
表⑭ 収集した気象データをもとに，根拠をもって天気を予想することができる。 収集した気象データを組み合わせ，予想した天気を説明している。

知技
㉓

数日間の気象要素や天気図，雲画像などを根拠にし，天気が予想できること
を理解する。

数日間の気象要素や天気図，雲画像などを根拠に天気が予想できることを理
解している。

主体
④

天気の変化がもたらす恵みや災害についてその原因を理解し，災害への備え
について探究しようとする。

天気の変化がもたらす恵みや災害について，その原因とともに理解し，災害
への備えについて考えようとしている。

力だめし(1) ○ ○
予備(4)

電流とその利用(1)

思判
表① 電流による現象や電磁調理器のしくみについて，電流に関する既習内容や日

常経験から，問題を見いだしたり考えたりする。

電流による現象や電磁調理器のしくみについて，積極的に話し合い活動をす
るなどして，何が問題なのか，どのようなしくみが考えられるのかを表現し
ている。

○

知技
① 豆電球などを使って回路をつくり，電流の流れ方を調べることができる。 豆電球などを使って回路をつくり，電流の流れ方を調べている。

知技
② 直列回路と並列回路について理解する。 ○ 乾電池に２個の豆電球をつなぐ回路には，直列回路と並列回路があることを

理解している。
主体
①

階段の照明器具を点灯・消灯するときのようすから，回路のつながり方を探
究し，図に表そうとする。

実験を通して，作成した回路がうまく機能するしくみを追究し，図に表そう
としている。

思判
表②

電流計を使って，回路に流れる電流を測定する実験を計画することができ
る。

○ 自分たちの仮説を検証するには，どの点を測定すれば良いのかを考えて，電
流計を使って回路に流れる電流を測定する実験を計画している。

主体
②

他者と関わりながら，直列回路と並列回路での豆電球の明るさの違いについ
て探究しようとしている。

○ 直列回路と並列回路での豆電球の明るさの違いの原因について調べようとし
ている。

思判
表③ 探Q実験１の結果から，直列回路と並列回路での電流の規則性を見いだすこと

ができる。

探Q実験１の結果から，直列回路では回路中のどの点の電流の大きさも同じで
あること，並列回路では枝分かれした電流の大きさの和は枝分かれする前や
合流後の電流の大きさに等しいことを見いだしている。

知技
③ 直列回路と並列回路での電流の規則性を理解する。

○ 直列回路では回路中のどの点の電流の大きさも同じであること，並列回路で
は枝分かれした電流の大きさの和は枝分かれする前や合流後の電流の大きさ
に等しいことを理解している。

主体
③

他者と関わりながら，直列回路と並列回路での豆電球の明るさの違いについ
て，電圧と関連づけて探究している。

直列回路と並列回路での豆電球の明るさの違いの原因について，電圧の加わ
り方の違いを通して，調べている。

知技
④

結果を見通しながら，電圧計を使って，回路の各区間に加わる電圧を測定す
ることができる。

電圧計を使って，回路の各区間に加わる電圧を測定している。

思判
表④ 実験２の結果から，直列回路と並列回路での電圧の規則性を見いだすことが

できる。

○ 実験２の結果から，直列回路ではそれぞれの豆電球に加わる電圧の和が乾電
池(電源)の電圧に等しく，並列回路ではそれぞれの豆電球に加わる電圧は乾
電池(電源)の電圧に等しいことを見いだしている。

知技
⑤ 直列回路と並列回路での電圧の規則性を理解する。

直列回路ではそれぞれの豆電球に加わる電圧の和が乾電池(電源)の電圧に等
しく，並列回路ではそれぞれの豆電球に加わる電圧は乾電池(電源)の電圧に
等しいことを理解している。

知技⑥
電源装置などを使って，回路の電圧と電流を調べることができる。

電源装置などを使って，抵抗器に加わる電圧を変化させたときに流れる電流
の大きさの変化を調べている。

思判
表⑤ 実験３の結果から，電圧と電流の間の規則性を見いだすことができる。

実験３の結果から，抵抗器などに加わる電圧が大きくなると，流れる電流が
大きくなることを見いだしている。

主体
④ 学習の過程をふり返り，電圧と電流の関係を表すグラフから，電気抵抗の大

きさの違いを見いだそうとしている。

○ 学習の過程をふり返り，電圧と電流の関係を表すグラフから，抵抗器に流れ
る電流は電圧に比例し，傾きが電流の流れやすさ・流れにくさを表している
ことについて考えようとしている。

知技⑦ 回路に成り立つ諸法則を理解し，未知の電流や電圧，電気抵抗を求めること
ができる。

抵抗器の直列つなぎ・並列つなぎのときの電流や電圧の規則性，オームの法則を理解し，それらを
用いて回路に流れる電流や電圧，電気抵抗を求めている。

思判
表⑥

抵抗器のつなぎ方による全体の電気抵抗の大きさの変化を見いだすことがで
きる。

○ 抵抗器の直列つなぎ・並列つなぎにおける全体の電気抵抗の大きさの変化を
見いだしている。

知技⑧ 導体・不導体について理解する。 電気抵抗により，物体が導体と不導体に分けられることを理解している。

知技⑨ 電力について理解する。 電力の定義とその単位，電力の求め方を理解している。

思判
表⑦

電熱線から発生する熱量がどのような要因によって変わるのか，既習事項や
日常経験から考えることができる。

電流，電圧，抵抗，電流を流した時間など，複数の要因から考えるか，消費電力の大きな器具ほど
多くの熱量を発生するという日常経験から考えている。

思判
表⑧ 実験４の結果から，電力と発生した熱量の関係を見いだすことができる。

実験４の結果から，電流による発熱量は電力と時間に比例することを見いだ
している。

主体
⑤

学習内容をふり返り，電力量の定義とその求め方，電力量の単位，電気器具
から発生する熱量や消費する電気エネルギーとの関係を探究しようとする。

○ 学習内容をふり返り，電力量の定義とその求め方，電力量の単位，電気器具から発生する熱量や消
費する電気エネルギーとの関係を見いだそうとしている。

思判
表⑨

静電気に関する日常経験から，電気くらげが浮いたり，髪の毛が下じきに引
きつけられたりする理由を考えることができる。

電気くらげや静電気で髪の毛が引きつけられる現象などの原理を日常経験か
ら考えている。

知技⑩
静電気を発生させて，静電気による力の規則性を調べることができる。

２つの物体を摩擦して静電気を発生させ，どのような場合にしりぞけ合う力
や引き合う力がはたらくか調べている。

思判
表⑩ 実験５の結果から，静電気による力の規則性を見いだすことができる。 ○ 実験５の結果から，静電気の間には，離れていてもしりぞけ合う力や引き合

う力がはたらくことを見いだしている。
主体
⑥ 探究の過程をふり返り，静電気による力の規則性を実験結果と関連づけなが

ら解明しようとする。

探究の過程をふり返り，電気には＋(正)と－(負)の２種類があり，これらの
間には離れていても電気力がはたらき，異種の電気には引き合う力，同種の
電気にはしりぞけ合う力がはたらくことを理解しようとしている。

知技
⑪ 静電気と電流の関係について理解する。

物体にたまっている電気が移動すると電流のはたらきをすることを理解して
いる。

知技
⑫ 放電現象について理解し，知識を身につけている。 ○ 雷などの放電や，真空放電について理解している。

思判
表⑪ 電子の流れと電流の関係を見いだすことができる。

放電管の実験のようすなどから，電子の存在や電流の向きを見いだしてい
る。

知技
⑬ 電流の正体を理解する。

質量をもち，－の電気をもった非常に小さな粒子である電子が電流を担って
いることを理解している。

思判
表⑫

電流が流れているときと流れていないときとの違いを，モデル図で表現する
ことができる。

○ 電流が流れているときと流れていないときとの違いを，モデル図で表現して
いる。

主体
⑦

探究の過程をふり返り，電流が電子の流れであることを観察事実と関連づけ
ながら表現しようとする。

電流が流れているときは，電子が－極から＋極に向かって流れていることを
モデル化するなど，自分なりの方法で表現している。

知技
⑭ 放射線の種類や性質，産業への利用および生物への影響等を理解する。

○ 放射線にはＸ線，α線，β線，γ線などがあり，透過力があること，放射線
は医療や産業などで利用されているが，生物に影響を与えることもあること
を理解している。

知技
⑮

磁石のまわりには磁界ができ，磁界のようすは磁力線で表すことができるこ
とを理解する。

磁石のまわりには磁界ができ，磁界のようすは磁力線で表すことができるこ
とを理解している。

知技
⑯ 導線などを使って，電流がつくる磁界を調べることができる。 導線などを使って，電流がつくる磁界を調べている。

思判
表⑬ 実験６の結果から，電流による磁界の規則性を見いだすことができる。

○ 実験６の結果から，まっすぐな導線を流れる電流のまわりには同心円状の磁
界ができ，磁界の向きは電流の向きで決まり，磁界の強さは電流が大きいほ
ど，導線に近いほど強くなることを見いだしている。

主体
⑧ 探究の過程をふり返り，電流がつくる磁界について，観察結果と関連づけな

がら，適切に表現しようとしている。

探究の過程をふり返り，まっすぐな導線やコイルを流れる電流がつくる磁界
の向きや大きさについて，観察結果と関連づけながら，論理的に矛盾のない
説明をしようとしている。

知技
⑰

磁石とコイルなどを使って，電流が磁界から受ける力を調べることができ
る。

磁石とコイルなどを使って，電流が磁界から受ける力を調べている。

思判
表⑭ 実験７の結果から，電流が磁界から受ける力の規則性を見いだすことができ

る。

実験７の結果から，磁界中の電流は力を受け，電流や磁界の向きを逆にする
と力の向きは逆に，電流や磁界が大きくなると力は大きくなることを見いだ
している。

知技
⑱ 電流が磁界から力を受けることや，モーターが回転するしくみを理解する。 ○ 電流が磁界から受ける力の規則性や，モーターが回転するしくみを理解して

いる。
知技
⑲

コイルや棒磁石，検流計を使って，電流が発生しているかを調べることがで
きる。

コイルや棒磁石，検流計を使って，電流が発生しているかを調べている。

思判
表⑮ 実験８の結果から，電磁誘導の規則性を見いだし，発電のしくみを考えるこ

とができる。

○ 実験８の結果から，コイルの中の磁界を変化させると誘導電流が発生し，強
い磁石を使ったりコイルの巻数を多くしたりすると，発生する誘導電流が大
きくなることを見いだしている。

知技
⑳ 電磁誘導や発電機のしくみを理解する。

電磁誘導において発生する誘導電流や，発電機のしくみについて理解してい
る。

知技
㉑ 直流と交流の違いを理解する。 ○ 電流が一方にしか流れない直流と，向きと大きさが周期的に変わる交流につ

いて理解している。

力だめし(1) ○ ○
予備(4)

年間配当時数　123時間 ＋ 予備17時間 ＝ 140時間(140)

１章
電流の性質
(16)

　回路の基本的な性質や，電圧と電流
の関係について規則性を見いださせる
とともに，実験機器の操作や実験結果
の処理についての技能を習得させる。

○

11月
(16)

12月
(14)

２章
大気中の水の変化
(6)

　霧や雲のでき方を，空気中の水の変
化と関連づけて理解させる。また，地
球上の水がさまざまな状態で存在し，
霧，雲，雨や雪はその循環の一部であ
ることを認識させる。

観測１　気象要素の
観測〔季〕

実験１　空気の体積
変化と雲のでき方
実験２　空気中の水
蒸気量の推定

　大陸と海洋の温度差によって生じる
大気の動きが，日本の気象に影響を与
えることを理解させる。さらに，日本
付近で盛衰する３つの気団と関連づけ
ながら，日本の四季の天気の特徴とそ
れが生じるしくみを理解させる。

[地球]
地球の大気
と
天気の変化
(30)

１章
地球をとり巻く大気
のようす
(4)

　地表にあるもののすべてに大気圧が
はたらいていることを理解させ，身の
まわりの大気の存在を認識させる。ま
た，身のまわりの大気の状態を継続的
に観測させて，気象要素の変化と天気
の変化の関係を見いださせる。

　日常生活と関連づけながら，電流の
磁気作用や電流と磁界との相互作用を
理解させ，直流と交流の違いを捉えさ
せる。

３章
電流と磁界
(8)

３章
天気の変化と大気の
動き
(5)

　気圧配置によって，大気の動きが生
じることを理解させる。また，日本付
近の高気圧や低気圧の移動と，それに
伴う天気の変化を，地球規模の大気の
動きの一部として捉えさせる。

4章
大気の動きと日本の
四季
(9)

実習１　日本付近に
おける低気圧や高気
圧の動きと天気の変
化〔季〕

探Q実習２　明日の天
気を予想する

実習１　階段の照明
の回路
探Q実験１　回路に流
れる電流
実験２　回路に加わ
る電圧
実験３　電圧と電流
の関係【源】
実験４　電流による
発熱量【源】

実験５　静電気によ
る力〔季〕

実験６　電流がつく
る磁界【源】
実験７　電流が磁界
から受ける力【源】
実験８　発電のしく
み

　日常生活と関連づけながら静電気の
性質について調べさせ，静電気と電流
には関係があることを見いださせ，真
空放電の実験から，電流の正体につい
て理解させる。

２章
電流の正体
(7)

※この単元で身についた資質能力を総括的に評価する。

※この単元で身についた資質能力を総括的に評価する。

1月
(14)

2月
(12)

3月
(11)

2

学

期

3

学

期

○ ○

○ ○

○ ○

[エネル
ギー]
電流とその
利用
(37)

○

○ ○

○ ○
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表

生命の連続性(1)
思判
表①

生物のふえ方や成長について，既習内容や日常経験から，問題を見いだしたり
考えたりする。

生物のふえ方や成長について，小学校で学んだ知識や日常経験をもと
に，説明している。 ○

思判
表②

生物のふえ方の共通点と相違点や，親と子の特徴の関係性を見いだしたり，表
現したりする。

観察や話し合い活動をするなどして，生物のふえ方の共通点と相違点
や，親と子の特徴の関係性を見いだしている。

知技① 無性生殖について，例をあげてその特徴を説明することができる。 単細胞生物と多細胞生物の無性生殖の例を１つずつあげている。

知技② 動物の有性生殖について，受精から発生の過程を理解する。 生殖細胞や受精卵，発生の過程などについて理解している。

知技③ 被子植物の有性生殖について，受精から発生の過程を理解する。 植物の有性生殖のしくみを理解し，受粉から発生の過程を説明してい
る。知技

④
生物が成長するときの細胞の変化について理解する。 ソラマメの根の成長の観察や，根の細胞の写真などから，細胞の数や染

色体の存在に気づき，説明している。

知技
⑤

細胞分裂の観察を適切に行い，分裂している細胞を探しだし，その特徴をス
ケッチなどで記録することができる。

○ プレパラートの作成や顕微鏡の操作を適切に行い，細胞分裂のようすを
記録している。

知技⑥ 細胞分裂の進み方を理解する。 細胞分裂の進み方について，正しい順序で説明している。

思判
表③

親と子の染色体の数が同じに保たれるしくみについて考察し，減数分裂と体細
胞分裂の違いについて説明できる。

親と子の染色体が同じ数に保たれるしくみについて考察し，減数分裂と
体細胞分裂の違いについて説明している。

知技
⑦

遺伝子の受けつがれ方について，無性生殖と有性生殖の違いを理解する。 遺伝子の受けつがれ方について，無性生殖と有性生殖の違いを理解して
いる。

知技
⑧

メンデルの遺伝の実験内容と，実験結果の顕性形質と潜性形質の現れ方につい
て理解する。

メンデルの遺伝の実験について理解し，顕性形質と潜性形質の現れ方を
説明している。

思判
表④

遺伝子の伝わり方について，遺伝子を記号に置き換え，顕性形質と潜性形質の
現れ方について説明することができる。

遺伝子の伝わり方について，遺伝子を記号に置き換え，親から子の顕性
形質と潜性形質の現れ方を理解している。

思判
表⑤

分離の法則を理解し，実際に遺伝のモデル実験を計画することで，遺伝の規則
性について探究している。

○ メンデルの実験結果から，親から子，子から孫への遺伝子の伝わり方に
ついて説明し，モデル化する実験計画を立てられている。

主体
①

遺伝のモデル実験について，探究の過程をふり返り，遺伝や遺伝の規則性につ
いての理解を深める。

○ 遺伝のモデル実験の意味を理解しながら，メンデルの実験を適切に再現
できたかどうかふり返りっている。

知技
⑨

身のまわりの遺伝子やＤＮＡに関する研究成果の利用を，例をあげて説明する
ことができる。

身のまわりの遺伝子やＤＮＡに関する研究成果の利用について，例をあ
げることができている。

思判
表⑥

生物は長い時間をかけて変化して多様な種類が生じたことについて，問題を見
いだして表現している。

生物は長い時間をかけて変化して多様な種類が生じたことについて，問
題を見いだし，表現している。

思判
表⑦

脊椎動物の５つのなかまの共通する特徴について考察し，進化と関連づけて考
えることができる。

○ 共通する特徴が多いほど，近い仲間であることを理解し，進化と関連づ
けて説明している。

知技
⑩

進化の過程について，進化の証拠の例を使って説明することができる。 ○ 進化の過程について，進化の証拠の例を１つあげて説明している。

思判
表⑧

植物や動物の進化の流れを理解し，説明することができる。 植物や動物の進化の流れを理解し，説明している。

力だめし(1)

予備(3)

化学変化とイオン(1)
思判
表①

亜鉛に薄い塩酸を加えたとき，水溶液中で亜鉛がどのような状態で存在してい
るか，自分の考えを表現している。

亜鉛に薄い塩酸を加えたとき，水溶液中で亜鉛がどのような状態で存在
しているか，自分の考えを表現している。

知技
①

どのような水溶液に電流が流れるかを調べる実験を，正しく安全に行い，記録
することができる。

どのような水溶液に電流が流れるかを調べる実験を，正しく安全に行っ
ており，結果を記録している。

思判
表②

さまざまな水溶液に電圧を加える実験から，電流が流れる水溶液と流れない水
溶液があることや，電流が流れる水溶液には電極付近で変化が起こっているこ
とを見いだすことができる。

実験１の結果から，電流が流れる水溶液と流れない水溶液があることを
見いだしている。

主体
①

ほかの班の実験結果にも興味を示し，意欲的に結果の発表を聞くことができ
る。

ほかの班の実験結果にも興味を示し，結果の発表を聞いている。

知技
②

電解質・非電解質について理解し，それぞれの物質の例をあげることができ
る。

◯ 電解質・非電解質について理解し，それぞれの物質の例をあげている。

思判
表③

実験結果から，塩化銅水溶液中では，銅原子は電気を帯びた粒子になっている
ことを推論し，説明することができる。

塩化銅水溶液中では，銅原子は電気を帯びた粒子になっていることを推
論している。

知技
③

塩酸に電流を流し，電極付近で発生する気体が何であるか調べる実験を，正し
く安全に行うことができる。

塩酸の電気分解の実験を，正しく安全に行っている。

思判
表④

実験結果から，塩酸中では，塩素原子は－の電気を帯びた粒子になっているこ
とを推論し，説明することができる。

塩酸中では，塩素原子は－の電気を帯びた粒子になっていることを推論
している。

知技
④

塩酸や塩化銅水溶液に電流を流したとき，両極に生じる物質が何であるか理解
する。

塩酸や塩化銅水溶液に電流を流したとき，陽極・陰極それぞれに生じる
物質を理解している。

知技
⑤

原子の構造を理解し，原子が電気的に中性である理由を説明することができ
る。

原子の構造を理解し，原子が電気的に中性であることを説明している。

知技
⑥

原子がどのようにして陽イオンや陰イオンになるかそのしくみを理解する。 ◯ 原子が電子を失うと陽イオンになり，原子が電子を受け取ると陰イオン
になることを説明している。

知技
⑦

イオンの化学式の書き方を理解しており，代表的なイオンを化学式で表すこと
ができる。

◯ イオンの化学式の書き方を理解しており，いくつかのイオンを化学式で
表している。

知技
⑧

電離について理解し，電離のようすを化学式を使って表すことができる。 ◯ 電解質が水に溶けると陽イオンと陰イオンに分かれることを説明してい
る。

主体
②

硝酸銀水溶液に銅線を入れる実験について進んで関わり，そのしくみを科学的
に探究しようとする。

硝酸銀水溶液に銅線を入れる実験に興味を示し，水溶液中で起こる変化
を調べようとしている。

知技
⑨

硝酸銀水溶液に銅線を入れたときの反応のしくみを，粒子のモデルと関連づけ
て理解する。

◯ 銀イオンが銀原子になり，銅原子が銅イオンになったことを説明してい
る。

思判
表⑤

金属のイオンへのなりやすさの順番を調べる計画を立て，説明することができ
る。

金属のイオンへのなりやすさの順番を調べる方法を計画することができ
る。

知技
⑩

金属のイオンへのなりやすさの違いを調べる実験を，実験計画をもとに，正し
く安全に行うことができる。

イオンへのなりやすさの違いを調べる実験を，実験計画をもとに，正し
く安全に行っている。

思判
表⑥

実験結果をもとに，金属のイオンへのなりやすさの順番を判断できる。 ◯ 金属のイオンへのなりやすさの順番を推論している。

主体
③

金属のイオンへのなりやすさの違いについて，見通しをもったり，ふり返った
りするなど，科学的に探究しようとする。

◯ 実験の見通しをもったり，ふり返ったりするなど，自らの学習を調整し
ながら粘り強く取り組み，科学的に探究しようとしている。

知技
⑪

ダニエル電池を製作する実験を，正しく安全に行うことができる。 ダニエル電池を製作する実験を正しく安全に行い，記録をとっている。

知技
⑫

実験結果から，電池は化学エネルギーを電気エネルギーに変換していることを
見いだし，説明することができる。

実験４の結果から，電池の内部では化学変化が起こっていることを見い
だしている。

思判
表⑦

電池のしくみを，イオンのモデルを用いて考察し，説明することができる。 電池のしくみをイオンのモデルを用いて考察している。

知技
⑬

電池のしくみを，＋極，－極での変化を中心に説明することができる。 ◯ 電池のしくみを，電極での変化を中心に説明している。

主体
④

電池の基本的なしくみについて，見通しをもったり，ふり返ったりするなど，
科学的に探究しようとする。

電池の基本的なしくみについて，見通しをもったり，ふり返ったりする
など，科学的に探究しようとしている。

知技
⑭

身のまわりにはさまざまな電池があり，生活の中で使用されていることを理解
する。

身のまわりにはさまざまな電池があり，生活の中で使用されていること
を説明している。

知技
⑮

酸性やアルカリ性の水溶液に共通する性質を調べる実験を，正しく安全に行う
ことができる。

酸性やアルカリ性の水溶液の性質を調べる実験を，正しく安全に行って
いる。

思判
表⑧

実験結果から，酸性やアルカリ性の水溶液の共通する性質を判断し，説明する
ことができる。

実験５の結果から，酸性やアルカリ性の水溶液に共通する性質を見いだ
すことができる。

知技
⑯

酸性やアルカリ性の水溶液に共通する性質を理解する。 酸性やアルカリ性の水溶液に共通する性質を説明している。

主体
⑤

酸性やアルカリ性の水溶液に共通する性質があることに進んで関わり，その性
質のもとを科学的に探究しようとする。

酸性やアルカリ性の水溶液に共通する性質があることに進んで関わり，
その性質のもとになるものがあると考えようとしている。

知技
⑰

酸性やアルカリ性の水溶液に共通する性質のもとを調べる実験を，正しく安全
に行うことができる。

移動したものは電気的性質をもっていることを理解した上で，正しく安
全に実験を行っている。

思判
表⑨

実験結果から，酸性，アルカリ性の水溶液に共通する性質のもとがそれぞれ水
素イオン，水酸化物イオンであることを考察し，説明することができる。

◯ 実験６の結果から，陰極に移動したものは水素イオンで，陽極に移動し
たものは水酸化物イオンであることを考察し，説明している。

知技
⑱

酸性とアルカリ性の水溶液に共通する性質のもとが，水素イオンと水酸化物イ
オンであることについて理解する。

◯ 酸やアルカリの定義を理解している。

知技
⑲

ｐＨ７が中性で，７より小さいほど酸性が強く，７より大きいほどアルカリ性
が強いことを理解する。

ｐＨ７が中性で，７より小さいほど酸性が強く，７より大きいほどアル
カリ性が強いことを理解している。

主体
⑥

酸とアルカリの反応について進んで関わり，見通しをもつなど，科学的に探究
しようとする。

酸とアルカリの反応に興味を示し，その反応を調べようとしている。

知技
⑳

こまごめピペットの使い方に慣れ，中和によって塩ができることを調べる実験
を，正しく安全に行うことができる。

こまごめピペットを使うことができ，中和によって塩ができることを調
べる実験を，正しく安全に行っている。

思判
表⑩

実験結果から，中和によってできた塩の種類を，その形から類推し，説明する
ことができる。

実験７の結果から，中和によってできた塩の種類を，その結晶形から類
推している。

知技
㉑

中和により塩と水ができることについて理解する。 中和により塩と水ができることを説明している。

主体
⑦

酸とアルカリの反応についてふり返り，実験結果とイオンのモデルを関連づけ
て，粘り強く考察しようとする。

酸とアルカリの反応についてふり返り，この反応を考察しようとしてい
る。

知技
㉒

中和と中性の違いについて理解する。 中和が起こっても中性になるとは限らないことを，例をあげて説明して
いる。

思判
表⑪

中和のようすを，イオンのモデルを使って考察し，説明することができる。 ◯ 中和のようすを説明している。

知技
㉓

酸やアルカリの水溶液の廃液を処理する場合にも，中和反応が利用できること
を理解する。

酸やアルカリの水溶液の処理に中和反応を利用することを類推してい
る。

力だめし(1)

予備(2)

運動とエネルギー(1)
思判
表①

動きが連動している装置のしくみについて，既習内容や日常経験から問題を見
いだし，しくみを解明しようとする。

動きが連動していく装置のしくみについて解明しようとしている。

思判
表②

これから展開される力の学習について必要な既習の基礎知識を思い出してい
る。

○ 力についての既習の基礎知識を思い出している。

知技
①

水圧は水の重さによって生じ，深さが深いほど大きく，あらゆる向きにはたら
くことを理解する。

水圧は水の重さによって生じ，深さが深いほど大きく，あらゆる向きに
はたらくことを理解している。

思判
表③

実験１の結果から，水中のおもりにはたらく力のようすについて考察すること
ができる。

○ 水中にある物体には上向きの力がはたらくことを見いだしている。

知技
②

水中にある物体には，物体にはたらく水圧の差から浮力が生じることを理解す
る。

水中にある物体には，物体にはたらく水圧の差から浮力が生じることを
理解している。

思判
表④

１つの物体にいくつかの力がはたらく場合に，物体にはたらく力の関係につい
て考えることができる。

１つの物体にいくつかの力がはたらく場合に，物体にはたらく力の関係
がどのようになるか考えている。

知技③ ばねばかりなどを使って，合力ともとの２力の関係を調べることができる。 ばねばかりなどを使って，合力ともとの２力の関係を調べている。

主体
①

探究の過程をふり返り，角度をもってはたらく２力とその合力の関係を見いだ
そうとする。

○ 実験２の結果から，角度をもってはたらく２力とその合力の関係を見い
だそうとしている。

知技
④

力の合成や合力の意味，合力の求め方を理解する。 ○ ２力と同じはたらきをする１つの力を求めることを力の合成，合成した
力を合力といい，力の平行四辺形の法則によって合力を求めることがで
きることを理解している。

知技
⑤

力の分解や分力，分力の求め方を理解する。 ○ １つの力を同じはたらきをする２力に分けることを力の分解，分解して求めた力を分力と
いい，力を任意の２方向に分解できることを理解している。

知技
⑥

物体の速さについて理解する。 ○ 物体の速さは一定時間に移動する距離で表されること，平均の速さと瞬
間の速さの違いについて理解している。

知技⑦ 記録タイマーなどを使って，物体の運動のようすを調べることができる。 ○ 記録タイマーなどを使って，歩くときの速さの変化を調べている。

知技
⑧

記録タイマーなどを使って，一定の力がはたらき続ける物体の運動のようすを
調べることができる。

記録タイマーなどを使って，一定の力がはたらき続ける物体の運動のよ
うすを調べている。

思判
表⑤

テープに記録された実験結果から，一定の力がはたらき続けたときの台車の運
動を考察することができる。

○ テープに記録された実験結果から，一定の力がはたらき続けたときの台
車の運動を考察している。

思判
表⑥

力がはたらかないときの物体の運動を考えることができる。 力がはたらかないときの時間と速さの関係から，物体がどのような運動
をしているのか考えている。

知技
⑨

物体に力がはたらかないときの運動について理解する。 ○ 力がはたらかないときや，はたらいてもつり合っているとき，静止して
いる物体は静止し続け，動いている物体は等速直線運動を続ける(慣性の
法則)ことを理解している。

思判
表⑦

斜面上の台車の運動のようすについて仮説を立て，実験を計画することができ
る。

斜面上の台車の運動のようすについて，仮説を立て，実験を計画してい
る。

主体
②

他者とかかわりながら，探究の過程をふり返り，課題を解決しようとする。 ○ 実験の結果をもとに，探究をふり返り課題を解決しようとしている。

思判
表⑧

斜面上の物体の運動のようすについて，物体にはたらく力と関連づけて説明す
ることができる。

斜面上の物体の運動のようすについて，実験の結果をもとに物体にはた
らく力と関連づけて説明することができる。

思判
表⑨

斜面上の物体にはたらく重力を，斜面に垂直な方向と平行な方向に分解して考
察することができる。

斜面上の物体にはたらく重力を，斜面に垂直な方向と平行な方向に分解
して，斜面に垂直・平行な方向にはたらく力を考察している。

　現存の生物や化石の比較などを通し
て、現存の多様な生物は過去の生物が長
い時間の経過の中で変化して生じてきた
ものであることを体のつくりと関連づけ
て理解させる。また，生物の間のつなが
りを時間的に見ることを通して進化の概
念を身につけさせる。

　生殖の観察などを通して，生物の
ふえ方には，無性生殖と有性生殖の
２つがあることを見いだし，その違
いを理解させる。また，種子から根
がのびる様子の観察や，細胞分裂の
観察を通して，生物の成長を細胞の
分裂と関連づけて捉えさせるととも
に，有性生殖における減数分裂につ
いて理解させる。

学

期

配

当

月

主な到達目標
（「おおむね満足できる」（B）の基準）

単元 章の目標章
観点 到達目標
（評価規準）

１章
水溶液とイオン
(8)

　水溶液の電気伝導性を調べる実験
を行い，水溶液には電流が流れるも
のと流れないものがあることを見い
だして理解させる。次に，電解質水
溶液の電気分解の実験を行い，電極
に物質が生成することからイオンの
存在を見いださせ，イオンの生成が
原子の成り立ちに関係することを理

解させる。

２章
電池とイオン
(7)

9月
(12)

３章
酸・アルカリと塩
(10)

　酸やアルカリの水溶液を用いた実
験を行い，酸やアルカリのそれぞれ
の性質が水素イオンと水酸化物イオ
ンによることを見いださせるととも
に，電離のようすをイオンのモデル
を用いて説明できるようにする。ま
た，中和反応の実験により，酸とア
ルカリが反応すると塩と水ができる
ことを見いださせるとともに，中和
反応をイオンのモデルを使って説明
できるようにする。

　金属イオンについての実験を探究
的に行い，金属によってイオンへの
なりやすさが異なることを見いださ
せ，イオンのモデルと関連づけて理
解させる。また，電池を製作し，電
池では化学エネルギーが電気エネル
ギーに変換されていることに気づか
せるとともに，イオンのモデルを用
いて電池の基本的なしくみを説明で
きるようにする。さらに，いろいろ
な電池に関心をもたせ，燃料電池の
原理についても紹介する。

生徒
観察・実験

観察１　細胞分裂を
するときの細胞の変
化【顕】

探Q実習１　遺伝のモ
デル実験

実験１　電流が流れ
る水溶液【源】
実験２　うすい塩酸
の電気分解【源】
顕】

探Q実験３　金属のイ
オンへのなりやすさ
実験４　ダニエル電
池の製作

実験５　酸性やアル
カリ性の水溶液に共
通する性質
実験６　酸性やアル
カリ性を決めている
もの【源】
実験７　酸とアルカ
リを混ぜたときの変
化【顕】

実験１　水中の物体
にはたらく力
実験２　角度をもっ
てはたらく２力の合
成

実験３　台車に一定
の力がはたらき続け
るときの運動
探Q実験４　斜面上で
の台車の運動

１章
生物のふえ方と成長
(8)

２章
遺伝の規則性と遺伝
子
(6)

３章
生物の種類の多様性
と進化
(4)

[生命]
生命の連続
性
(23)

[物質]
化学変化と
イオン
(29)

１章
力のつり合い
(7)★

　水中にある物体には浮力がはたら
くことを見いださせ，重力と浮力の
つり合いの関係から，浮き沈みのし
くみを理解させる。次に，合力を導
入し，作図によって合力を求めるこ
とができるようにする。最後に，分

力の求め方を理解させる。

２章
物体の運動
(10)

　記録タイマーなどを使って，物体
の速さや運動のようすを調べる方法
を身につけさせ，物体にはたらく力

と運動の関係を理解させる。

　生物がふえていくとき，染色体に
ある遺伝子を介して親から子へ形質
が伝わること，そしてその伝わり方
に規則性があることを理解させる。

評価方法

○

○

○

○

○

○

令和5年度　第3学年　理科　年間指導計画（140時間）
●ここにあげる評価規準は，日々の授業の中で生徒の学習状況を把握し，指導の改善に生かすものである。こ
のうち，記録欄に○をつけたものは，記録に残す評価である。
〔知技…知識・技能，思判表…思考・判断・表現，主体…主体的に学習に取り組む態度〕

※この単元で身についた資質能力を総括的に評価する。

※この単元で身についた資質能力を総括的に評価する。

○

○

○ ○

1

学

期

4月
(10)

5月
(14)

6月
(14)

7月
(13)
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主な到達目標
（「おおむね満足できる」（B）の基準）

単元 章の目標章
観点 到達目標
（評価規準）

生徒
観察・実験

評価方法

知技
⑩

作用・反作用の法則について理解する。 ○ ある物体がほかの物体に力を加えたとき，同時にその物体から一直線上
で反対向きの同じ大きさの力を受けること(作用・反作用の法則)を理解
している。

知技
⑪

理科でいう仕事について理解する。 物体に力を加えて，その向きに物体を動かしたとき，力は物体に仕事を
したといい，その量は力の大きさと力の向きに物体が動いた距離との積
で表されることを理解している。

知技
⑫

動滑車や斜面を使う場合と使わない場合について，物体を持ち上げたときの仕
事の量を調べることができる。

動滑車や斜面を使う場合と使わない場合について，物体を持ち上げたと
きの仕事の量を調べている。

知技
⑬

仕事の原理について理解する。 ○ 道具を使っても使わなくても，仕事の量は変わらないこと(仕事の原理)
を理解している。

知技
⑭

仕事率について理解する。 ○ 一定時間にする仕事を仕事率といい，これにより仕事の能率が表される
ことを理解している。

知技
⑮

エネルギーについて理解する。 仕事をする能力をエネルギーといい，ある物体がほかの物体に対して仕
事ができる状態にあるとき，その物体はエネルギーをもっているという
ことを理解している。

思判
表⑩

位置エネルギーの大きさと高さや質量の関係を考察することができる。 物体がもつ位置エネルギーは，物体の高さや質量に関係することを考察
している。

知技
⑯

位置エネルギーについて理解する。 ○ 物体の基準面からの高さが高いほど，質量の大きさが大きいほど，物体
がもつ位置エネルギーは大きいことを理解している。

主体
③

他者とかかわりながら，運動エネルギーの大きさと速さや質量の関係について
探究する。

他者とかかわりながら，物体のもつエネルギーを，小球を転がす速さや
質量を変えてくいにぶつけて調べている。

思判
表⑪

運動エネルギーの大きさと速さや質量の関係を考察することができる。 物体がもつ運動エネルギーは，物体の速さや質量に関係することを考察
している。

知技
⑰

運動エネルギーについて理解する。 ○ 物体の速さが大きいほど，質量の大きさが大きいほど，物体のもつ運動
エネルギーは大きいことを理解している。

知技
⑱

力学的エネルギー保存の法則について理解する。 ○ 摩擦や空気の抵抗がなければ，力学的エネルギー保存の法則が成り立つ
ことを理解している。

知技
⑲

いろいろな種類のエネルギーがあることを理解する。 力学的エネルギーのほか，電気・熱・弾性・音・光・化学・核などのエ
ネルギーがあることを理解している。

知技⑳ エネルギーは相互に変換することができることを理解する。 エネルギーは相互に変換することができることを理解している。

思判
表⑫

「ためしてみよう」の結果から，エネルギーの変換効率について考えることが
できる。

○ 「ためしてみよう」の結果から，エネルギーの変換効率について考える
ことができる。

知技
㉑

熱の伝わり方について理解する。 熱の伝わり方には，熱伝導，対流，熱放射の３つがあることを理解して
いる。

知技
㉒

いろいろな発電のしくみやそれぞれの特徴を理解する。 水力・火力・原子力・地熱・太陽光・風力発電のしくみや長所・短所を
理解している。

思判
表⑬

エネルギーを利用していくときに，どのようなことが問題となるのか考えるこ
とができる。

エネルギーを利用していくときに，エネルギー資源の枯渇や環境に対す
る影響などが問題になると考えている。

知技
㉓

放射線の種類や性質，利用方法および，人体への影響を理解する。 ○ 放射線にはＸ線，α線，β線，γ線，中性子線などがあり，電離作用や
透過力があること，放射線は医療や産業などで利用されているが，生物
に影響を与えることもあることを理解している。

主体
④

これまでの学習をふり返り，持続可能な社会をつくるために，エネルギー資源
の開発や利用における課題について考察する。

○ これまでの学習をふり返り，持続可能な社会をつくるために，新しいエ
ネルギー資源を開発したり，エネルギーの有効利用の方法を開発したり
する必要があることを考察している。

力だめし(1)

予備(3) ○ ○

宇宙を観る(1)
思判
表①

身近な天体とその運動の特徴や規則性について，知識や概念，既習事項を表現
することができる。

○ 小学校４年で学習した月と星，小学校６年で学習した月と太陽の既習事
項，及び自らの体験や知識について，断片的に表現している。

知技
①

太陽の表面を観察するために必要な天体望遠鏡の基本操作，注意事項，記録の
方法を身につけている。

○ 天体望遠鏡を用いて，安全に太陽を投影板に投影し，黒点をスケッチし
ている。

思判
表②

黒点の形の違いからわかることを分析して解釈し，特徴を見いだして表現する
とともに，科学的に考察して判断できる。

○ 観察結果から，黒点の形や移動のようすと太陽の自転と関連づけて考察
している。

主体
①

太陽に関する事物・現象に進んで関わったり，観測をふり返ったりするなど，
進んで科学的に探究しようとする。

観測をふり返り，ほかの人の意見をもとに，新たな疑問や課題を見いだ
そうとしている。

知技
②

惑星の特徴と表面のようすに注目しながら，地球型惑星と木星型惑星に分類で
きることを理解する。

地球型惑星と木星型惑星の違いを理解し，大きさと密度の違いから説明
している。

知技
③

太陽系の小天体は，それぞれの特徴ごとに小惑星，衛星，すい星，太陽系外縁
天体などに分類できることを理解する。

○ 太陽系の天体には，惑星以外にどのようなものがあるか理解している。

知技
④

銀河系や銀河系外の特徴に注目しながら，銀河が恒星の集まりであることや，
恒星の明るさが距離や恒星の出す光の量によって異なることを理解している。

○ 銀河は，恒星の集まりであることや，恒星の見かけの明るさと距離の関
係を理解している。

知技
⑤

透明半球を用いて太陽の動きを観察し，その結果を適切に記録することができ
る。

○ 太陽の１日の動きを観察し，透明半球を用いて記録をとっている。

思判
表③

透明半球につけられた点の記録を分析して解釈し，透明半球上の線が何を表す
か，また，動く速さはどうなっているかを科学的に考察して判断することがで
きる。

○ 観測結果から，透明半球上の線と太陽の１日の動きを関連づけて考察し
ている。

知技
⑥

季節ごとの太陽の南中高度と昼間の長さについて，地球儀を用いて理解するこ
とができる。

季節ごとの日本の位置での南中高度や，昼間の長さの違いを理解してい
る。

知技
⑦

南中高度や昼間の長さが地軸の傾きによって変わることを理解することができ
る。

○ 南中高度や昼間の長さの変化を地軸の傾きと関連づけて理解している。

知技
⑧

透明半球に各方位の星の動きを記録した紙をはり，全天の星の動きの記録とし
て整理することができる。

○ 各方位の星の動きを観測し，それを透明半球上にはり，全天の星の動き
を断片的に把握している。

主体
②

星の日周運動に関する事物・現象に進んで関わったり，観測をふり返ったりす
るなど，科学的に探究しようとする。

○ 観測をふり返り，ほかの人の意見をもとに，新たな疑問や課題を見いだ
そうとしている。

思判
表④

四季を代表する星座について，同時刻であっても位置が日ごとに移り変わるこ
とを見いだしている。

地球の公転によって，真夜中の南の空に見える星座が季節によって変化
することを発表している。

知技
⑨

季節ごとに地球での星座の見え方が移り変わることを理解する。 ○ 年周運動と地球の公転を関連づけて，星座の見え方の規則性を理解して
いる。

知技
⑩

地球から見える月の形や位置の変化を，月の公転と関連づけて理解する。 月の公転により，太陽・月・地球の位置関係が変化し，地球から見た月
の形が変化することを理解している。

知技
⑪

月の動きや見え方，及び日食・月食が太陽・月・地球の位置関係によって起こ
ることを理解する。

○ 月の動きや見え方，及び日食・月食を，太陽・月・地球の位置関係で理
解している。

思判
表⑤

月の動きと見え方の学習をもとに，金星の見え方の変化について課題を設定
し，仮説や計画を立案することができる。

金星の見え方の変化について課題を設定し，根拠のある仮説や妥当なモ
デル実験の計画を立案している。

思判
表⑥

モデル実験の結果を分析し解釈して，金星の見え方の変化が規則的に移り変わ
ることを見いだすことができる。

○ 立案したモデル実験の結果から，金星の見え方の変化と位置関係を関連
づけて考察している。

主体
③

探Ｑ実習１の過程をふり返り，新たな疑問や課題を見いだし，よりよい探究方
法などを検討することができる。

○ 探Ｑ実習１をふり返り，実験方法や考察が妥当かどうか，ほかの人の意
見をもとに検討したり，新たな疑問や課題を見いだしたりしようとして
いる。

力だめし(1)

予備(2)

自然と人間(1)
思判
表①

カラスと生ごみの関係といった，日常で見られる自然と人間との関係につい
て，多様な側面から考察することができる。

カラスと生ごみの関係といった，日常で見られる自然と人間との関係に
ついて，自分で問題点を見いだし，解決策を考えている。

知技① 食物連鎖における生物のつながりについて理解する。 食物連鎖の具体的な例を１～３つあげて説明している。

知技
②

食物連鎖の数量的な関係やそのつり合いの変化について理解する。 ○ 食物連鎖の数量的な関係がピラミッドの形になっていることやそのつり
合いの変化について理解している。

知技
③

落ち葉を出発点とした食物網について理解する。 ２～３つの具体的な動物名をあげて，土の中の食物連鎖の例を説明して
いる。

知技④ 対照実験の意味を理解しながら，実験を行うことができる。 対照実験の意味を理解しながら，実験を行うことができている。

思判
表②

実験結果から，土の中の微生物のはたらきを考察できる。 ○ 土の中の微生物のはたらきで有機物が分解されたことを考察している。

思判
表③

自然界の炭素などの物質の移動を，呼吸や光合成，食物連鎖などと関連づけて
捉えることができる。

○ それぞれの生物の炭素などの物質の出し入れが呼吸や光合成，食物連鎖
などによって行われることを捉えている。

主体
①

学習内容をふり返り，生産者，消費者，分解者の関係を関連づけながら，生態
系について理解しようとする。

学習内容をふり返り，生産者，消費者，分解者の関係を関連づけなが
ら，生態系について考えようとしている。

知技
⑤

身のまわりのさまざまな衣服が，種類の異なる繊維からできていることを理解
する。

身のまわりの衣服のタグの表示などを見て，さまざまな衣服が種類の異
なる繊維からできていることを説明している。

思判
表④

天然繊維と合成繊維の特徴を，その用途と関連づけて説明することができる。 ○ 天然繊維と合成繊維の特徴を，用途と関連づけて説明している。

知技
⑥

プラスチックの性質を調べる実験を，正しく安全に行うことができる。 ○ プラスチックの性質を調べる実験を，正しく安全に行い，記録をとって
いる。

思判
表⑤

実験結果から，プラスチックの性質や特徴を見いだし，その用途と関連づけて
説明することができる。

プラスチックの性質や特徴について，その用途と関連づけて説明してい
る。

主体
②

習得した知識・技能を活用して，プラスチックの利用や廃棄とリサイクルにつ
いて関心をもち，自らの問題として考えようとする。

○ プラスチックの利用や廃棄とリサイクルについて関心をもち，自らの問
題として考えようとしている。

知技
⑦

交通輸送の手段の発展を，生活や社会の変遷と関連づけながら，科学技術の発
展として理解する。

交通輸送の手段の発展を，科学技術の発展として理解している。

思判
表⑥

科学技術の発展によって生じた問題に対して，科学技術が貢献していることを
認識し，関連づけて捉えることができる。

科学技術の発展によって生じた問題と，その問題に対する科学技術の貢
献を関連づけて捉えている。

思判
表⑦

科学技術の発展にともなって，10年後の社会がどのようになるか，科学的に考
察することができる。

科学技術の発展にともなって，10年後の社会がどのようになるか，科学
的に考察している。

主体
③

最新の科学技術について進んで調べ，未来の社会がどのように変わっていくか
を科学的に探究し，自分の考えを発表しようとする。

○ 最新の科学技術について調べ，未来の社会がどのように変わっていくか
について，自分の考えを発表している。

知技
⑧

人間の生活が身近な自然環境にどのような影響を与えているか適切に調査し，
その結果を記録することができる。

○ 身近な環境調査について，必要な器具を用い，得られた結果を言葉や
図，写真で記録している。

思判
表⑧

得られた結果を分析して解釈し，人間の生活が環境に与えている影響を科学的
に考察して判断することができる。

○ 結果から，人間の生活と身近な環境との関係について推測するととも
に，根拠をもって考察し，判断している。

主体
④

調査等の活動をふり返り，新たな疑問や課題を見いだして，進んで探究しよう
とする。

調査をふり返り，ほかの人の意見をもとに，新たな疑問や課題を見いだ
そうとしている。

知技
⑨

それぞれの自然災害について，その特徴や，災害が発生する原因を理解する。 地震や火山活動による災害，気象現象による災害についていくつか指摘
し，その特徴を理解している。

主体
⑤

身近な自然災害について，見通しをもって進んで調査の計画を立てようとす
る。

○ 身近な自然災害を自分自身の問題として捉え，ほかの人の意見を聞きな
がら調査の計画を立てて調べようとしている。

知技
⑩

地域の自然の特徴や過去の自然災害，および災害に対する取り組みについて，
多様な情報を活用し，整理することができる。

○ 地域の自然の特徴や過去の自然災害，および災害に対する取り組みにつ
いて，情報を収集し，結果を整理している。

思判
表⑨

得られた結果を分析して解釈し，身近な自然の特徴と過去に発生した自然災害
を科学的に考察し表現することができる。

○ 調査結果から地域の自然災害について，地域の自然の特徴などと関連づ
けて考察し，発表している。

知技
⑪

資料をもとに，地球規模で進んでいる温暖化について多面的に理解する。 グラフを読み取り，人間の活動と二酸化炭素濃度，地球の平均気温が関
係していることを全体的に捉えている。

知技
⑫

人間の活動が，地球規模で自然環境へ影響を及ぼしていることを理解し，自然
環境を保全することの重要性を認識する。

地球規模でのさまざまな環境問題を理解し，自然界のつり合いを保つ必
要性を認識している。

知技
⑬

科学技術の利用により生じた問題と，その解決に科学技術が貢献していること
について理解する。

科学技術の利用で生じた問題と，その解決に科学技術が貢献しているこ
とについて理解している。

知技
⑭

循環型社会など，これからの社会において持続可能な社会をつくることが求め
られていることを理解する。

循環型社会について知り，持続可能な社会をつくる取り組みの１つであ
ることを理解している。

思判
表⑩

得られた調査結果を分析して解釈し，自然環境の保全や科学技術の利用のあり
方について科学的に考察して判断することができる。

○ 調査結果から，自然環境の保全や科学技術の利用のあり方について，数
値や図などの根拠を示して考え判断している。

主体
⑥

研究をふり返り，新たな疑問や課題を見いだし，進んで探究しようとする。 ○ 研究をふり返り，ほかの人の意見をもとに，新たな疑問や課題を見いだ
そうとしている。

力だめし(1)

予備(3)

年間配当時数　128時間 ＋ 予備12時間 ＝ 140時間

５章
エネルギー資源とそ
の利用
(4)◎

　人間は多様なエネルギー資源を消
費して活動していることを知り，将
来にわたってエネルギー資源を確保
し，安全で有効な利用と環境保全を
はかることの重要性を認識させる。

３章
仕事とエネルギー
(8)

　仕事の定義を理解させ，仕事の原
理を見いださせる。また，仕事をす
る能力としてエネルギーを定義し，
位置エネルギーや運動エネルギーの
大きさと，物体の高さや質量，速さ
との関係を見いださせる。摩擦や空
気の抵抗がなければ，力学的エネル
ギーが保存されることを理解させ
る。

３章
科学技術と人間
(3)

　科学技術の発展の過程について，どの
ようなものがあるかを理解させ，さまざ
まな科学技術の利用が人間の生活を豊か
で便利にしていることを認識させる。ま
た，最新の科学技術について調べさせ，
これからの科学技術の発展の方向性を，
科学的根拠をもって検討させる。

　身近な自然環境や地域の自然災害
を調べる活動を行い，人間の活動な
どのさまざまな要因が自然環境に影
響をあたえていることについて理解
させ，自然環境を保全することの重
要性を認識させるとともに，大地の
特徴を理解し，自然を多面的，総合
的に捉え，自然と人間の関わり方に
ついて，科学的に考察して判断する
能力や態度を身につけさせる。

４章
人間と環境
(8)

　科学技術の発展と人間生活との関
わり方について多面的，総合的に捉
えさせ，自然環境の保全と科学技術
の利用のあり方について科学的に考
察させ，持続可能な社会をつくるこ
との重要性を認識させる。

５章
持続可能な社会をめ
ざして
(4)

　植物，動物および微生物を，栄養
摂取の面から相互に関連づけて捉え
るとともに，自然界では，これらの
生物がつり合いを保って生活してい
ることを観察などを通して見いだし
理解させる。

１章
自然界のつり合い
(5)

　日常生活や社会では，さまざまな
物質が使用目的や用途に応じて使い
分けられていることを認識させ，物
質を有効利用するためには，物質の
再利用などがたいせつであることに
気づかせる。

２章
さまざまな物質の利
用と人間
(5)

[地球]
宇宙を観る

(22)

　身のまわりのさまざまなエネル
ギーについて気づかせ，それらのエ
ネルギーはどのように移り変わるか
理解させるとともに，エネルギーの
総量は一定に保たれることを理解さ
せる。

４章
多様なエネルギーと
その移り変わり
(3)

※この単元で身についた資質能力を総括的に評価する。

観測１　太陽の１日
の動き
観測２　星の１日の
動き

探Q実習１　金星の見
え方の変化

　太陽の観察を行い，その観察記録
や資料から，太陽の形や大きさ，表
面のようすなどの特徴を見いだして
理解させたり，観測資料などから，
惑星と恒星の特徴や太陽系の構造を
理解させたりするとともに，太陽の
表面を観察したり記録したりする技
能を身につけさせる。

１章
地球から宇宙へ
(5)

　太陽や星座の日周運動の観察を行
い，天体の日周運動が地球の自転に
よる相対運動であることを理解させ
るとともに，季節ごとの星座の位置
の変化や太陽の南中高度の変化を調
べ，それらの観察記録を，地球が公
転していることや地軸が傾いている
ことと関連づけて理解させ，天体の
動きを観察する技能を身につけさせ
る。

［環境］
自然と人間

(30)

　月や金星の動きや見え方の観察を
行い，月や金星の観察記録などか
ら，見え方を月や金星の公転と関連
づけて理解させるとともに，月や金
星の動きや形を観察したり記録した
りする技能を身につけさせる。

３章
月と金星の動きと見
え方
(5)

２章
太陽と恒星の動き
(8)

[エネル
ギー]

運動とエネ
ルギー
(36)

実験１　微生物によ
る有機物の分解
【ガ】

実験２　プラスチッ
クの性質【ガ】

調査１　身近な自然
環境の調査【顕】
調査２　地域の自然
災害の調査

実験５　道具を使っ
た仕事
実験６　物体のもつ
エネルギーと高さや
質量の関係
実験７　物体のもつ
エネルギーと速さや
質量の関係

実験８　エネルギー
の変換

観察１　太陽の表面
の観察

○

○

○

○

○

○

○

○

※この単元で身についた資質能力を総括的に評価する。

※この単元で身についた資質能力を総括的に評価する。

○

2

学

期

3

学

期

(140)

3月
(8)

2月
(16)

1月
(14)

10月
(14)

11月
(14)

12月
(11)

○


